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こ
れ
ま
で
日
本
企
業
の
経
営
分
析
は
製
造
業
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
銀
行
や
証
券
会
社
等
、
金
融
機
関
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
分
析
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
日
本
経
済
の
奇
跡
と
い
わ
れ
た
戦
後
の
高
度
成
長
が
、
自

動
車
や
電
機
産
業
等
の
組
み
立
て
産
業
に
代
表
さ
れ
る
製
造
業
の
高
い
生
産
性
向
上
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
、
そ
の
優
れ
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
秘
密
は
何
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
日
本
的
経
営
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本

の
製
造
業
に
対
す
る
経
営
学
的
研
究
か
ら
え
ら
れ
た
知
見
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
九
〇
年
代
に
入
っ
て
保
険
、
銀
行
、
証
券
会
社
の
破
綻
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
と
同
時
に
い
や
お
う
な
く
金
融
機
関
に
お
い

て
経
営
改
革
を
進
め
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
金
融
機
関
に
つ
い
て
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
格
的
な
研
究
が
必

要
に
な
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
大
手
証
券
会
社
を
取
り
上
げ
て
九
八
年
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
以
後
、
顕
著
に
な
り
始

め
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
革
に
つ
い
て
、
今
回
は
特
に
人
事
制
度
に
焦
点
を
当
て
て
改
革
の
方
向
性
を
整
理
し
て
み
た
。

１
　
証
券
界
に
お
け
る
職
能
資
格
制
度

大
手
証
券
会
社
の
人
事
評
価
制
度
は
、
基
本
的
に
は
製
造
業
に
お
け
る
他
の
大
企
業
と
同
様
に
「
職
能
資
格
（
等
級
）
制
度
」
が

採
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
制
度
で
は
、
職
務
の
遂
行
能
力
（
職
能
）
と
い
う
基
準
で
従
業
員
を
等
級
や
資
格
の
形
で
格
付
し
（
１
）、

こ
の
資

格
・
等
級
に
対
応
し
て
役
職
位
（
主
任
、
係
長
、
課
長
補
佐
、
課
長
、
次
長
、
部
長
等
）
と
給
与
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
現
在
の

（1）

変
わ
り
つ
つ
あ
る
証
券
会
社
の
人
事
制
度

二
上
季
代
司



職
能
等
級
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
能
力
を
発
揮
し
た
か
、
さ
ら
に
よ
り
高
い
職
能
等
級
に
位
置
付
け
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
観
点

か
ら
職
能
評
価
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
基
本
的
な
処
遇
が
決
定
さ
れ
る
。

こ
の
職
能
資
格
制
度
は
―
―
恐
ら
く
一
般
産
業
界
で
も
同
様
と
思
わ
れ
る
が
―
―
、
次
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
基
本
給
の
う
ち
職
能
基
準
に
よ
っ
て
決
ま
る
部
分
（
職
能
給
）
は
一
部
分
だ
け
で
、
年
齢
給
も
残
っ
て
お
り
、
し
か
も
各
等

級
に
は
標
準
経
過
年
数
な
ら
び
に
最
長
滞
留
年
数
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
年
が
経
て
ば
自
動
的
に
進
級
・
昇
給
し
定
年
ま
で
に

は
誰
で
も
課
長
程
度
に
は
昇
任
で
き
る
反
面
、
最
短
滞
留
年
数
も
あ
る
の
で
、
あ
る
年
齢
に
成
ら
な
け
れ
ば
昇
任
で
き
な
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
年
功
序
列
的
な
色
彩
も
な
お
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
２
）。

こ
れ
に
加
え
て
職
能
資
格
の
等
級
定
義
（
位
置
付
け
）
と
期
待
さ
れ
る
水
準
も
か
な
り
曖
昧
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
下
級
段
階
は
一

般
職
能
と
し
て
担
当
業
務
に
つ
い
て
基
礎
的
な
実
務
知
識
を
有
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
中
級
段
階
は
指
導
監
督
職
能
と
し
て
部
門

業
務
全
体
に
つ
い
て
充
分
な
知
識
、
経
験
と
判
断
力
を
有
す
る
こ
と
、
上
級
段
階
は
管
理
職
能
と
し
て
部
門
運
営
的
な
視
野
と
識
見

を
有
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

各
社
に
よ
っ
て
等
級
が
級
・
号
ま
で
細
分
化
さ
れ
て
い
た
り
、
資
格
呼
称
や
等
級
定
義
の
細
目
が
異
な
っ
て
い
た
り
す
る
が
、
こ

の
職
能
資
格
制
度
は
、
大
手
証
券
会
社
で
は
ほ
ぼ
同
時
の
一
九
七
〇
年
ご
ろ
に
定
着
し
た
（
３
）。

こ
う
し
た
動
き
は
証
券
界
だ
け
で
は
な

く
、
一
般
産
業
界
で
も
共
通
し
て
お
り
、
七
〇
年
ご
ろ
に
は
業
種
を
問
わ
ず
大
企
業
に
お
い
て
職
能
資
格
制
度
が
整
備
、
定
着
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
証
券
界
で
は
そ
の
後
、
準
大
手
証
券
会
社
等
に
ま
で
拡
が
り
、
一
九
九
〇
年
ご
ろ
に
は
総
合
証
券
化
を
指
向
す

る
中
堅
・
中
小
証
券
に
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
（
４
）。

な
お
、
証
券
界
で
は
「
総
合
職
」
と
「
一
般
職
」（
あ
る
い
は
総
合
系
列
と
一
般
系
列
）
の
複
線
的
職
掌
制
度
を
と
っ
て
き
て
お

り
、
両
者
と
も
資
格
等
級
に
よ
っ
て
処
遇
が
決
定
さ
れ
る
が
、
総
合
職
は
男
子
、
一
般
職
は
女
子
で
、
一
般
職
の
場
合
に
は
資
格
等

（2）



級
の
上
限
が
低
く
押
さ
え
ら
れ
、
か
つ
各
等
級
の
滞
留
期
間
が
長
い
（
す
な
わ
ち
昇
給
・
昇
格
が
遅
い
）
反
面
、
転
勤
を
伴
う
異
動

は
無
し
、
と
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
八
五
年
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定
以
後
は
、
一
般
職
か
ら
総
合
職
へ
の

転
換
制
度
や
、
両
者
の
中
間
的
な
職
掌
（
準
総
合
職
あ
る
い
は
担
当
系
列
な
ど
）
を
導
入
し
て
、
機
会
均
等
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き

が
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
職
能
資
格
制
度
の
根
本
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

２
　
九
〇
年
代
初
期
の
変
化

と
こ
ろ
が
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
大
手
証
券
を
先
頭
に
、
年
功
的
要
素
を
押
さ
え
、
成
果
主
義
に
重
き
を
置
く
方
向
へ
、
こ
れ
ま

で
の
資
格
職
能
制
度
に
修
正
を
加
え
る
動
き
が
出
始
め
る
。
ま
ず
、
大
和
と
山
一
が
九
三
年
に
、
野
村
は
九
四
年
に
新
人
事
制
度
の

改
革
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
大
和
証
券
は
、
課
長
以
上
の
総
合
職
に
つ
き
、
基
本
給
の
な
か
で
純
粋
の
年
功
的
部
分
（
同
社
で
は
こ
れ
を
勤
続
給

と
称
し
た
）
を
廃
止
し
て
年
功
に
実
績
評
価
を
加
え
た
本
人
給
に
一
本
化
（
こ
れ
に
よ
り
基
本
給
は
本
人
給
プ
ラ
ス
等
級
手
当
て
と

な
る
）、
賞
与
に
つ
い
て
も
営
業
関
係
の
総
合
職
の
賞
与
体
系
を
、
各
人
の
役
割
や
実
績
、
経
営
の
意
思
・
方
向
性
に
対
す
る
貢
献

度
な
ど
を
重
視
し
た
も
の
に
改
訂
さ
れ
た
（
５
）。

同
様
に
、
山
一
証
券
で
も
従
来
の
職
能
資
格
に
加
え
、
社
員
が
担
当
し
て
い
る
職
務
の

責
任
の
大
き
さ
に
応
じ
た
「
職
責
区
分
」
を
新
た
に
導
入
、
賞
与
は
各
自
の
「
職
責
区
分
」
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
職
責
を
ど
の
程

度
達
成
し
た
か
に
よ
っ
て
支
給
す
る
、
と
し
た
の
で
あ
る
（
６
）。

さ
ら
に
、
野
村
証
券
で
は
職
能
等
級
に
代
え
て
「
職
階
職
位
制
度
」
を
導
入
し
た
。
こ
の
職
階
職
位
制
度
で
は
、
従
来
の
職
能
等

級
と
同
様
に
社
員
の
職
務
遂
行
能
力
を
九
つ
の
職
位
に
格
付
す
る
が
、
こ
の
九
つ
の
職
位
は
、「
業
務
職
」「
指
導
職
」「
基
幹
職
」

「
経
営
職
」
の
四
つ
の
職
階
に
大
ぐ
く
り
に
束
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
月
例
給
は
職
位
の
水
準
（
す
な
わ
ち
従
来
同
様
に
職
務

（3）



能
力
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
が
、
役
職
（
ポ
ス
ト
）
は
職
階
の
中
か
ら
適
性
に
あ
わ
せ
て
与
え
ら
れ
、
賞
与
は
職
階
ご
と
に
業
績

に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
（
７
）。

以
上
の
よ
う
に
、
処
遇
対
象
で
あ
る
月
例
給
と
賞
与
（
そ
し
て
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
も
）
の
評
価
基
準
を
切
り
離
し
、
課
長
以
上
の

賞
与
に
つ
い
て
は
目
標
達
成
度
合
い
や
業
績
に
お
う
じ
て
支
払
う
こ
と
で
、
従
来
の
職
能
資
格
制
度
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
な
い
範
囲

で
年
功
的
要
素
よ
り
も
成
果
・
実
績
を
重
視
す
る
方
向
へ
と
修
正
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

３
　
ビ
ッ
グ
バ
ン
以
後

次
ぎ
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
の
が
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
あ
っ
た
一
九
九
八
年
前
後
で
あ
る
。

【
Ｆ
Ａ
職
】

大
手
証
券
が
こ
の
年
の
秋
か
ら
、
従
来
の
総
合
職
、
一
般
職
の
ほ
か
に
地
域
限
定
営
業
専
門
職
を
新
設
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｆ
Ａ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
が
、
転
勤
な
し
の
営
業
専
門
職
で
一
年
単
位
の
有
期
雇
用
契
約
で
あ

る
。
給
与
は
実
績
給
、
昇
給
・
昇
格
は
な
く
ボ
ー
ナ
ス
、
退
職
金
も
無
し
、
と
い
う
処
遇
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
実
績
給
の
内

容
は
、
現
時
点
で
保
証
給
二
五
万
円
前
後
ま
た
は
実
績
給
（
手
数
料
収
入
の
二
五
％
〜
五
〇
％
）
の
い
ず
れ
か
多
い
ほ
う
、
と
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
営
業
と
い
う
職
務
に
規
定
さ
れ
た
職
務
給
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
下
限
を
保
証
さ
れ
た
出
来
高
払
い
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
Ｆ
Ａ
制
度
は
準
大
手
証
券
会
社
、
中
堅
証
券
に
も
広
が
っ
て
お
り
、
ま
た
各
社
と
も
営
業
員
に
占
め
る
Ｆ

Ａ
の
比
率
を
急
速
に
高
め
て
い
る
。

他
方
、
従
業
員
の
基
幹
部
分
で
あ
る
総
合
職
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
職
能
資
格
制
度
を
さ
ら
に
成
果
主
義
、
実
績
主
義
へ
と
修
正
す

る
動
き
が
加
速
し
て
い
っ
た
。
そ
の
点
、
大
手
証
券
で
は
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
が
最
も
進
ん
だ
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

（4）



同
グ
ル
ー
プ
は
一
九
九
九
年
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
と
戦
略
的
提
携
を
結
び
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
部
門
は
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

と
の
合
弁
会
社
、
日
興
ソ
ロ
モ
ン
・
ス
ミ
ス
・
バ
ー
ニ
ー
社
（
現
日
興
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券
）
と
し
て
分
離
し
た
。
こ
の
と
き
以

来
、
同
グ
ル
ー
プ
は
数
次
に
わ
た
っ
て
人
事
制
度
の
改
訂
を
行
い
、
二
〇
〇
三
年
四
月
実
施
の
新
人
事
制
度
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
（
８
）。

【
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
】

リ
テ
ー
ル
主
体
の
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
会
社
で
は
、
か
つ
て
の
総
合
職
、
一
般
職
の
区
別
は
廃
止
さ
れ
、
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ

ル
社
員
に
統
合
、
こ
れ
を
職
責
に
応
じ
て
三
ク
ラ
ス
に
分
け
て
い
る
。
ク
ラ
ス
一
の
職
責
は
、
管
理
職
の
具
体
的
指
示
で
定
型
的
業

務
を
行
う
も
の
で
、
最
短
年
数
二
年
で
ク
ラ
ス
二
へ
昇
格
す
る
。
ク
ラ
ス
二
は
管
理
職
の
包
括
的
指
示
で
基
幹
的
、
専
門
的
な
業
務

を
行
う
も
の
で
、
最
短
年
数
六
年
で
最
後
の
ク
ラ
ス
三
へ
昇
格
す
る
。
通
常
、
大
卒
採
用
は
、
ク
ラ
ス
二
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。

ク
ラ
ス
三
の
職
責
は
、
会
社
の
基
幹
的
、
専
門
的
業
務
を
行
う
も
の
で
プ
ロ
と
し
て
担
当
職
務
の
成
果
に
責
任
を
負
う
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
給
与
・
賞
与
体
系
は
固
定
給
に
実
績
ベ
ー
ス
の
賞
与
を
加
え
た
も
の
で
欧
米
の
証
券
会
社
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
例
え

ば
ク
ラ
ス
二
で
は
、
三
〇
万
円
弱
の
月
例
給
（
９
）

に
賞
与
が
加
え
ら
れ
る
が
、
賞
与
は
業
績
に
連
動
し
て
お
り
、
評
価
に
よ
っ
て
は
最
大

四
八
ヶ
月
の
格
差
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
ク
ラ
ス
三
は
年
俸
制
と
な
っ
て
お
り
、
一
定
額
の
ベ
ー
ス
年
俸
に
職
務
に
応
じ
た
職
務
年

俸
が
加
算
さ
れ
、
職
務
の
達
成
度
合
い
に
応
じ
て
さ
ら
に
評
価
年
俸
が
支
払
わ
れ
る
。
評
価
年
俸
は
い
わ
ゆ
る
ボ
ー
ナ
ス
で
あ
る
。

そ
し
て
職
務
ご
と
に
評
価
項
目
が
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
達
成
度
合
い
に
応
じ
て
評
価
年
俸
が
支
払
わ
れ
、
こ
れ
も
最
大
四
八

ヶ
月
の
格
差
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
。

他
方
、
日
興
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券
の
人
事
制
度
は
、
合
弁
相
手
の
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
に
平
仄
を
合
わ
せ
て
お
り
、
欧
米
の
投
資

銀
行
と
同
様
に
、
職
務
に
応
じ
た
固
定
給
に
実
績
ベ
ー
ス
の
ボ
ー
ナ
ス
が
加
算
さ
れ
る
と
い
う
年
俸
制
に
な
っ
て
い
る
。
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【
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
】

同
様
に
住
友
銀
行
と
戦
略
的
提
携
を
行
い
、
リ
テ
ー
ル
と
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
に
分
社
化
し
た
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
の
新
人
事
制
度
を

み
て
お
こ
う
。
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
提
携
直
前
の
九
八
年
、
課
長
職
相
当
以
上
に
つ
い
て
新
給
与
体
系
の
適
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ

れ
は
年
功
的
要
素
の
残
る
本
人
給
を
廃
止
し
て
等
級
別
基
本
給
に
一
本
化
、
定
期
昇
給
を
廃
止
、
考
課
加
減
給
の
新
設
に
よ
り
年
俸

的
要
素
（
す
な
わ
ち
給
与
減
も
あ
り
う
る
）
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
、
住
友
銀
行
と
の
戦
略
的
提
携
を
通
じ
た
三
社

分
社
化
（
持
ち
株
会
社
、
リ
テ
ー
ル
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
）
の
組
織
再
編
の
後
、
三
社
共
通
の
新
人
事
制
度
が
九
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
等
級
制
度
を
一
〇
級
区
分
か
ら
四
段
階
に
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
に
よ
っ
て
昇
進
年
数
が
短
縮
さ
れ
実
力
に

見
合
っ
た
処
遇
が
し
や
す
く
な
る
）。
ま
た
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
な
ど
の
職
種
を
念
頭
に
、
等
級
制
度
と
は
切
り
離
し
た
特
別
専
門
職
制

度
な
ら
び
に
目
標
管
理
制
度
を
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
の
大
和
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
に
導
入
し
て
い
る
（
10
）。

二
〇
〇
四
年
度
か
ら
は
、
職
種
別
処
遇
体
系
が
導
入
さ
れ
、
営
業
、
管
理
・
事
務
、
そ
の
ほ
か
企
画
・
人
事
な
ど
の
三
つ
に
わ
け
、

給
与
体
系
、
ボ
ー
ナ
ス
考
課
に
職
種
系
列
差
を
反
映
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
月
例
給
考
課
を
一
一
段
階
か
ら
一
六
段
階
に
細
分

化
す
る
と
し
て
い
る
（
11
）。

す
な
わ
ち
、
同
グ
ル
ー
プ
も
欧
米
流
の
職
務
給
の
採
用
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

４
　
人
事
制
度
変
革
の
方
向
性
　

以
上
は
、
公
表
さ
れ
た
社
史
や
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
の
類
か
ら
拾
い
集
め
た
証
券
会
社
の
人
事
制
度
の
変
遷
で
あ
る
。
大
手
証

券
に
つ
い
て
見
た
だ
け
で
、
そ
れ
も
き
わ
め
て
部
分
的
で
あ
る
。
網
羅
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
た
だ
し
、
あ

る
程
度
の
概
観
は
つ
か
め
よ
う
。

す
な
わ
ち
職
能
資
格
制
度
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
成
果
給
、
さ
ら
に
は
職
務
給
の
要
素
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ

（6）



る
。
九
〇
年
代
は
じ
め
に
は
、
月
例
給
な
ら
び
に
役
職
位
（
ポ
ス
ト
）
の
評
価
基
準
と
賞
与
の
評
価
基
準
を
切
り
離
し
、
賞
与
を
成

果
給
と
位
置
付
け
、
さ
ら
に
賞
与
部
分
を
大
き
く
し
て
成
果
給
の
比
重
を
高
め
て
い
く
、
と
い
う
工
夫
が
出
て
く
る
。
次
ぎ
に
ビ
ッ

グ
バ
ン
が
行
わ
れ
た
九
八
年
ご
ろ
に
は
、
地
域
限
定
営
業
職
と
い
う
職
掌
を
並
行
的
に
設
け
て
営
業
職
務
給
を
導
入
し
、
こ
の
職
務

給
を
出
来
高
払
い
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
手
証
券
（
さ
ら
に
は
準
大
手
、
中
堅
の
一
部
を
含
め
）
に
共
通
し
た
傾
向
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
今
後
の
動
向
、
と
り
わ
け
職
能
資
格
制
度
そ
の
も
の
を
放
棄
し
て
し
ま
う
か
ど
う
か
、
は
不
明
確
で
あ
り
、
異
な
っ

た
対
応
が
見
ら
れ
る
。
上
記
の
よ
う
に
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
の
人
事
制
度
改
革
の
方
向
は
、
職
能
資
格
制
度
を
否
定
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
野
村
証
券
は
出
来
高
払
い
の
Ｆ
Ａ
制
度
を
並
行
さ
せ
な
が
ら
も
な
お
職
能
資
格
制
度
を
基
幹
的
な
人
事

制
度
と
し
て
維
持
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
証
券
会
社
に
お
け
る
人
事
制
度
の
今
後
を
展
望
す
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
、
証
券
界
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
の
職
能
資

格
制
度
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
は
制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
な
お
存
在
理
由
が
あ

る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
、
次
ぎ
の
課
題
と
し
て
お
こ
う
。

注（
１
）

等
級
と
し
て
は
一
級
〜
八
級
な
い
し
は
一
〇
級
ま
で
の
区
分
が
あ
り
、
そ
の
各
等
級
に
対
し
て
資
格
名
称
（
助
手
、
書
記
補
、
書
記
、
副

主
事
、
主
事
、
副
参
事
、
参
事
、
理
事
な
ど
）
が
与
え
ら
れ
る
。

（
２
）

も
と
も
と
職
能
資
格
制
度
は
、（
一
）
高
度
成
長
期
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
年
功
的
熟
練
の
意
味
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
、（
二
）
高
齢
化
に

よ
る
人
事
の
停
滞
（
ポ
ス
ト
不
足
）
と
い
う
事
態
を
背
景
に
、
そ
れ
ま
で
の
電
産
型
賃
金
制
度
の
も
つ
過
度
に
年
功
的
な
要
素
を
緩
和
す

る
た
め
、
一
般
産
業
界
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（7）



（
３
）

例
え
ば
『
大
和
証
券
百
年
史
』
二
〇
〇
三
年
、
四
七
〇
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。

（
４
）

『
日
本
勧
業
角
丸
証
券
史
』
一
九
八
八
年
、『
コ
ス
モ
証
券
七
〇
年
史
』
一
九
八
九
年
、『
国
際
証
券
十
年
史
』
一
九
九
一
年
、『
第
一
証
券

五
十
年
史
』
一
九
八
九
年
、『
一
吉
証
券
史
』
一
九
九
一
年
、『
泉
証
券
一
二
〇
年
の
歩
み
』
二
〇
〇
二
年
、『
千
代
田
証
券
三
十
五
年
の
歩

み
』
一
九
八
四
年
、『
大
華
証
券
五
十
年
史
』
一
九
九
七
年
、
等
を
参
照
。
な
お
、
準
大
手
、
中
堅
・
中
小
証
券
の
間
で
は
、
歩
合
外
務
員

の
利
用
も
根
強
く
残
っ
て
い
た
が
、
方
向
性
と
し
て
は
こ
れ
を
社
員
外
務
員
に
置
き
か
え
る
傾
向
の
方
が
強
く
働
い
て
い
た
と
い
え
る
。

（
５
）

前
掲
『
大
和
証
券
百
年
史
』
七
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（
６
）

山
一
証
券
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
（『
日
経
金
融
新
聞
』
九
五
年
一
月
一
〇
日
、
四
月
一
八
日
）。

（
７
）

野
村
証
券
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
（『
日
経
金
融
新
聞
』
九
四
年
一
一
月
二
九
日
）。

（
８
）

以
下
は
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
『
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
』
各
年
版
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
。

（
９
）

こ
の
月
例
給
は
、
転
勤
の
有
無
に
よ
っ
て
Ａ
（
転
勤
地
域
限
定
無
し
）、
Ｂ
（
転
勤
は
特
定
地
域
内
）、
Ｃ
（
転
勤
を
伴
う
異
動
無
し
）
の

三
コ
ー
ス
に
若
干
の
差
が
あ
る
。

（
10
）

前
掲
『
大
和
証
券
百
年
史
』
七
七
〇
ペ
ー
ジ
、
八
二
五
ペ
ー
ジ
。
同
社
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
九
九
年
版
。

（
11
）

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
二
〇
〇
三
年
版
。

（
に
か
み
　
き
よ
し
・
客
員
研
究
員
）

（8）



は
じ
め
に

企
業
再
生
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
官
民
あ
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
、
銀
行
や
証
券
会
社
も
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
証
券
会
社
の
企
業
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
、
①
経
営
不
振
企
業
に
対
し
て

行
う
企
業
再
生
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
②
企
業
再
生
型
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
・
運
営
す
る
フ
ァ
ン
ド
関
連
ビ

ジ
ネ
ス
、
③
証
券
会
社
の
自
己
資
金
を
企
業
再
生
型
投
資
に
振
り
向
け
る
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
で
も
企
業
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
具
体
的
に
紹
介
し
、
検
討
す
る
。

１
　
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
の
概
要

一
般
に
、
企
業
再
生
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
企
業
で
は
、
迅
速
な
対
応
策
の
立
案
と
実
行
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
時
宜
を
逸
す
る
と
、
顧
客
や
取
引
先
の
信
頼
低
下
や
優
秀
な
従
業
員
の
離
散
な
ど
に
よ
っ
て
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
再
生
の

可
能
性
は
低
下
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
企
業
に
と
っ
て
、
限
ら
れ
た
人
員
で
、
日
常
業
務
を
遂
行
し
つ
つ
、
再

生
に
関
わ
る
業
務
も
行
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
マ
ン
パ
ワ
ー
面
で
十
分
に
対
応
し
き
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
再
生
計
画
の
立
案
や
実

行
な
ど
を
適
切
に
行
う
た
め
に
は
高
度
な
専
門
性
を
必
要
と
す
る
業
務
も
多
々
あ
る
た
め
、
社
内
の
人
材
で
は
対
応
で
き
な
い
可
能

性
が
高
い
。

（9）

証
券
会
社
に
よ
る
企
業
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
の
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そ
こ
で
、
証
券
会
社
が
提
供
で
き
る
企
業
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
と
し
て
は
、
①
企
業
再
生
に
か
か
わ
る
専
門
的
助
言
、
②

企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
へ
の
仲
介
、
③
提
携
先
企
業
や
ス
ポ
ン
サ
ー
の
紹
介
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
専
門
的
助
言
と
し
て
は
、
財
務
・
業
務
の
精
査
、
再
生
計
画
の
作
成
支
援
、
法
律
・
会
計
面
で
の
助
言
な
ど
再
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
に
関
す
る
業
務
、
金
融
ス
キ
ー
ム
（
資
金
調
達
の
ア
レ
ン
ジ
、
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
、
証
券
化
な
ど
）
の
構
築
に
関
す
る
業
務
、

再
生
計
画
の
実
行
（
経
営
方
針
の
実
現
、
組
織
や
業
務
の
再
構
築
、
株
式
上
場
や
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
支
援
な
ど
）
に
関
す
る
業
務
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
社
内
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
派
遣
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
分
野
で
専
門
的

助
言
を
行
う
た
め
に
は
、
法
務
、
会
計
、
企
業
経
営
、
証
券
分
析
、
業
界
・
市
場
調
査
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
業
務
を
遂
行
で
き
る
証
券
会
社
は
大
手
数
社
に
限
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
弁
護
士

等
の
社
外
の
専
門
家
の
紹
介
や
選
任
に
関
す
る
助
言
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
へ
の
仲
介
と
し
て
は
、
系
列
の
フ
ァ
ン
ド
を
有
し
て
い
る
場
合
も
多
々
あ
り
、
そ
こ
に
紹
介
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
は
フ
ァ
ン
ド
運
用
と
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
と
の
間
で
の
利
益
相
反
性
の
問
題
が
あ
り
う
る
。
ま
た
、

法
的
倒
産
手
続
に
入
っ
た
場
合
、
ス
ポ
ン
サ
ー
選
定
に
当
た
っ
て
、
透
明
性
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
透
明
性
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
も
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
提
携
先
企
業
や
ス
ポ
ン
サ
ー
の
紹
介
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
大
手
証
券
会
社
は
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
業
務
に
注
力
し
て
き
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
豊
富
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
お
り
、
強
み
を
発
揮
で
き
る
分
野
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
支
援
を
要
請
す
る
ス
ポ

ン
サ
ー
候
補
の
選
定
や
打
診
だ
け
で
な
く
、
再
建
対
象
会
社
の
資
料
整
理
や
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
、

さ
ら
に
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
内
容
の
確
定
や
基
本
契
約
書
作
成
、
情
報
管
理
や
対
外
公
表
に
関
す
る
助
言
な
ど
も
業
務
と
な
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
外
部
の
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
紹
介
と
い
っ
た
業
務
も
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
、
米
国
ほ
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ど
の
専
門
家
集
団
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
存
在
し
て
い
て
も
証
券
会
社
の
提
供
す
る
業
務
と
重
複
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

２
　
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
企
業
情
報
本
部
の
取
り
組
み

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
で
は
、
企
業
情
報
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

同
部
は
、
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
特
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
Ｍ
＆
Ａ
業
務
全
般
を
担
当
し
、
五
〇
〜
六
〇
名
程
度
の

人
員
を
有
し
て
い
る
。

同
社
の
企
業
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
は
、
こ
の
企
業
情
報
本
部
を
核
と
し
て
、
全
社
的
な
支
援
体
制
の
下
に
業
務
執
行
さ
れ

る
。
ま
ず
、
再
生
対
象
企
業
の
情
報
収
集
は
、
全
国
一
〇
九
の
支
店
網
、
事
業
法
人
部
門
（
上
場
事
業
会
社
を
担
当
）、
金
融
法
人

本
部
（
銀
行
等
の
金
融
機
関
を
担
当
）
お
よ
び
企
業
法
人
本
部
（
上
場
予
備
軍
の
会
社
を
担
当
）
が
主
に
担
当
し
、
さ
ら
に
当
該
企

業
の
精
査
・
再
生
策
の
作
成
・
遂
行
に
つ
い
て
は
、
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
部
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
部
、
支
店
法
人
支
援
部
な
ど
が

随
時
機
動
的
に
協
力
体
制
を
作
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
海
外
案
件
や
大
型
案
件
は
、
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
と
米
シ
テ
ィ

グ
ル
ー
プ
の
合
弁
会
社
で
あ
る
日
興
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券
が
担
当
し
、
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
は
、
日
興
プ
リ
ン

シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
が
担
当
す
る
こ
と
で
、
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

同
社
企
業
情
報
本
部
の
提
供
す
る
主
な
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
①
案
件
の
基
本
方
針
お
よ
び
手
続
き
に
関

す
る
助
言
、
②
弁
護
士
等
、
社
外
専
門
家
の
専
任
に
関
す
る
助
言
、
③
支
援
を
要
請
す
る
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
の
選
定
お
よ
び
打
診
、

④
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
と
の
交
渉
に
関
す
る
助
言
お
よ
び
支
援
、
⑤
再
建
対
象
会
社
の
資
料
の
整
理
お
よ
び
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン

ス
受
入
れ
体
制
整
備
の
支
援
、
⑥
基
本
契
約
書
な
ど
、
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
の
内
容
確
定
お
よ
び
作
成
の
支
援
、
⑦
情
報
管
理
、
対
外

公
表
に
つ
い
て
の
助
言
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
再
建
段
階
に
よ
っ
て
適
宜
提
供
さ
れ
る
。
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た
と
え
ば
、
私
的
整
理
の
場
合
、
第
一
段
階
は
、
再
建
可
能
性
の
検
討
段
階
で
あ
り
、
ま
ず
対
象
企
業
の
評
価
お
よ
び
対
象
業
界

の
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
経
営
者
・
支
配
株
主
に
対
し
、
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
計
画
や
資
産
売
却
計
画
の
立
案
な
ど
に
関
す

る
助
言
を
提
供
す
る
。
次
に
、
第
二
段
階
は
、
再
建
計
画
案
の
作
成
段
階
で
あ
り
、
ま
ず
債
権
者
説
明
用
に
必
要
な
書
類
等
の
作
成

に
関
す
る
助
言
を
行
っ
た
上
で
、
合
理
性
・
経
済
性
・
実
行
可
能
性
な
ど
の
観
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
を
行
い
つ
つ
、
再
建
計
画

案
の
作
成
を
支
援
す
る
。
さ
ら
に
、
私
的
整
理
の
公
表
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
証
券
取
引
所
等
の
関
係
機
関
に
対
す
る
事
前
相
談

や
届
出
等
に
つ
い
て
も
助
言
を
行
う
。
第
三
段
階
は
、
再
建
計
画
の
実
行
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
段
階
で
あ
り
、
こ
れ
に
は

リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
計
画
の
実
行
、
提
携
・
営
業
譲
渡
・
合
併
等
の
実
行
、
資
産
売
却
の
実
行
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
私
的
整

理
の
場
合
、
対
象
債
権
者
の
合
意
の
得
ら
れ
る
再
建
計
画
案
が
作
成
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
手
続
の
成
否
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
段
階
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
他
方
、
民
事
再
生
法
の
場
合
も
、
私
的
整
理
と
ほ
ぼ
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
申
立
て
後
の
対
応
と
し
て
、
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
企
業
の
選
定
お
よ
び
交
渉
な
ど
に
つ
い
て
の
助
言
サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
り
、
適

切
な
ス
ポ
ン
サ
ー
選
定
と
支
援
条
件
の
調
整
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
で
は
、
こ
れ
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
を
遂
行
す
る
上
で
、
豊
富
な
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
専
門
性
、
社
外
の
企
業
再
生
専
門
家
（
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
等
）
や
企

業
再
生
フ
ァ
ン
ド
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
さ
ら
に
全
国
の
事
業
ス
ポ
ン
サ
ー
や
提
携
先
候
補
等
に
関
す
る
豊
富
な
情
報
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
強
み
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
と
く
に
、
件
数
ベ
ー
ス
で
、
同
社
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
の
実
績
が
あ
り
、
こ
れ
が
事
業
ス
ポ
ン
サ
ー
や
提
携
先
候
補
を
発
掘
す
る
上
で
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

３
　
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
事
例

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
の
手
が
け
た
法
的
手
続
案
件
は
、
会
社
更
生
法
案
件
と
し
て
、
タ
ナ
カ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
同
社
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の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
選
任
）
が
挙
げ
ら
れ
、
民
事
再
生
法
案
件
と
し
て
、
大
日
本
土
木
、
ニ
コ
ニ
コ
堂
、
音
楽

の
森
、
小
樽
ベ
イ
シ
テ
ィ
開
発
、
高
弥
建
設
、
楢
崎
製
作
所
、
南
海
毛
糸
紡
績
、
日
本
コ
ー
リ
ン
、
原
徳
チ
ェ
ー
ン
本
部
な
ど
（
す

べ
て
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
選
任
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ほ
か
に
、
産
業
再
生
機
構
が
支
援
決
定
し
た
九
州
産
業
交
通

に
対
し
て
、
支
援
ス
キ
ー
ム
実
行
に
伴
う
株
式
価
値
の
試
算
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
興
ソ
ロ
モ
ン
・
ス
ミ
ス
・

バ
ー
ニ
ー
証
券
会
社
（
現
、
日
興
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券
）
と
共
同
し
て
、
マ
イ
カ
ル
（
民
事
再
生
手
続
中
）
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
選
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
案
件
で
、
同
社
は
主
と
し
て
マ
イ
カ
ル
の
子
会
社
・
関
係
会
社
に
関
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
大
日
本
土
木
は
、
近
畿
日
本
鉄
道
グ
ル
ー
プ
で
、
東
証
・
大
証
・
名
証
一
部
上
場
の
中
堅
ゼ
ネ
コ
ン
で
あ
っ
た
が
、
バ
ブ

ル
期
の
ゴ
ル
フ
場
建
設
の
失
敗
な
ど
に
よ
っ
て
、
経
営
不
振
に
陥
り
、
二
〇
〇
二
年
七
月
に
民
事
再
生
法
を
申
し
立
て
た
。
日
興
コ

ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
は
、
支
援
企
業
の
発
見
お
よ
び
支
援
条
件
の
調
整
等
を
行
う
こ
と
を
主
な
内
容
と
し
た
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
契
約
を
同
社
と
取
り
交
わ
し
、
複
数
の
支
援
候
補
企
業
に
打
診
を
行
い
、
支
援
条
件
の
調
整
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

株
式
を
一
〇
〇
％
減
資
し
た
後
の
第
三
者
割
当
増
資
の
引
受
先
と
し
て
日
本
鋪
道
を
斡
旋
し
、
交
渉
の
支
援
を
行
っ
た
。
こ
の
事
例

で
は
、
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
が
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
た
こ
と
で
、
迅
速
な
ス
ポ
ン
サ
ー
発
掘
お
よ
び
選

定
が
行
わ
れ
、
か
つ
債
務
者
企
業
の
立
場
に
立
っ
た
支
援
条
件
の
調
整
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。

次
に
、
ニ
コ
ニ
コ
堂
は
、
九
州
の
中
堅
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
中
国
投
資
や
大
型
店
舗
展
開
の
失
敗
、
デ
フ
レ
下

の
業
績
低
迷
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に
民
事
再
生
法
を
申
し
立
て
た
。
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
は
、
ニ
コ
ニ
コ
堂
の
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
民
事
再
生
申
請
を
含
む
再
建
計
画
作
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
イ

ズ
ミ
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
イ
ズ
ミ
と
の
交
渉
を
支
援
し
た
。
再
建
計
画
の
内
容
は
、
債
権
の
九
六
％
を
カ
ッ
ト
（
一
〇
年
間
で
弁
済
）
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し
、
旧
株
を
一
〇
〇
％
減
資
し
た
上
で
、
イ
ズ
ミ
の
出
資
に
よ
っ
て
、
ニ
コ
ニ
コ
堂
三
九
店
舗
（
た
だ
し
、
計
画
案
が
提
出
さ
れ
る

ま
で
に
四
店
舗
閉
鎖
）
の
う
ち
の
大
型
四
店
舗
を
イ
ズ
ミ
が
運
営
し
、
そ
の
他
三
一
店
舗
を
地
元
企
業
、
取
引
先
等
の
出
資
に
よ
っ

て
運
営
す
る
、
さ
ら
に
本
部
の
ス
リ
ム
化
、
不
採
算
店
舗
の
見
直
し
、
新
規
出
店
計
画
な
ど
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
、

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
が
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
た
こ
と
で
、
迅
速
な
ス
ポ
ン
サ
ー
発
掘
と
選
定
が
行
わ
れ

る
と
と
も
に
、
債
務
者
企
業
の
立
場
に
立
っ
た
支
援
条
件
の
調
整
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
適
切
な
再
建
計
画
の
作
成
に
よ
っ
て
、
手
続

き
期
間
が
短
縮
し
た
と
い
え
る
。

第
三
に
、
二
〇
〇
一
年
九
月
に
民
事
再
生
法
を
申
請
し
た
マ
イ
カ
ル
（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
に
会
社
更
生
法
に
移
行
）
に
対
し
、

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
は
、
日
興
ソ
ロ
モ
ン
・
ス
ミ
ス
・
バ
ー
ニ
ー
証
券
（
現
、
日
興
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券
）
と
共
同
し
て
、

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
る
。
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
は
、
主
と
し
て
マ
イ
カ
ル
の
子
会
社
・
関
連
会
社

に
関
わ
る
支
援
を
行
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
企
画
・
販
売
・
レ
ン
タ
ル
を
主
業
務
と
す
る
エ
ー
ビ
ー
シ
ー
の
全
株
式

を
、
同
業
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
レ
ン
タ
ル
に
譲
渡
す
る
案
件
、
マ
イ
カ
ル
の
社
長
に
よ
る
同
社
株
式
取
得
（
Ｍ
Ｂ
Ｏ
）
案
件
、
首
都
圏

お
よ
び
関
西
圏
に
小
型
ス
ー
パ
ー
を
展
開
す
る
ポ
ロ
ロ
ッ
カ
の
全
株
式
を
マ
ル
エ
ツ
に
譲
渡
す
る
案
件
、
山
梨
で
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を

運
営
す
る
音
楽
の
森
（
民
事
再
生
法
申
請
）
が
星
野
リ
ゾ
ー
ト
に
営
業
譲
渡
す
る
案
件
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
日

興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
が
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
た
こ
と
で
、
迅
速
な
資
産
売
却
先
の
発
掘
お
よ
び
選
定
、
さ

ら
に
適
切
な
譲
渡
ま
た
は
取
得
条
件
の
調
整
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。

４
　
被
支
援
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

証
券
会
社
が
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
担
当
す
る
こ
と
で
、
再
生
対
象
企
業
に
対
し
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
も
た
ら
さ
れ
う
る
も
の
と
思
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わ
れ
る
。

第
一
に
、
手
続
き
期
間
の
短
縮
化
あ
る
い
は
手
続
き
そ
の
も
の
の
効
率
化
・
迅
速
化
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う

に
、
再
生
対
象
企
業
は
、
日
常
業
務
を
継
続
し
な
が
ら
、
再
建
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
非
日
常
的
業
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
再
生
企
業
は
、
そ
の
た
め
の
専
門
的
エ
キ
ス
パ
テ
ィ
ー
ズ
や
マ
ン
パ
ワ
ー
を
十
分
に
有
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
た

め
、
迅
速
か
つ
効
率
的
に
手
続
を
進
め
ら
れ
ず
、
手
続
き
期
間
も
長
期
化
し
や
す
い
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
企
業
価
値
が
い
っ
そ

う
劣
化
し
、
再
建
可
能
性
も
低
下
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
で
、

手
続
き
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
再
建
の
可
能
性
も
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
ス
ポ
ン
サ
ー
（
あ
る
い
は
譲
渡
先
）
選
定
の
迅
速
化
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
手
証
券
会
社
は
、
か
ね
て
よ
り

Ｍ
＆
Ａ
業
務
に
注
力
し
て
お
り
、
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
、
迅
速
な
ス
ポ
ン
サ
ー
（
あ
る
い

は
譲
渡
先
）
選
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
迅
速
に
ス
ポ
ン
サ
ー
（
あ
る
い
は
譲
渡
先
）
を
選
定
す
る
た
め
に
は
、
適
切
か

つ
迅
速
に
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
行
い
、
十
分
な
開
示
資
料
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
取
り
揃
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
重
要
な
業
務
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ン
サ
ー
（
あ
る
い
は
譲
渡
先
）
選
定
の
方
式
と
し
て
は
、
複
数
の
候
補
か
ら
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
方
式
で
選
定
す
る
方
式
と
、
特
定
の
候
補
を
対
象
と
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
デ
ィ
ー
ル
方
式
と
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
支
援
条
件
の
調
整
や
交
渉
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
重
要
な
業
務
で
あ
る
。
な

お
、
証
券
会
社
の
場
合
、
グ
ル
ー
プ
内
の
フ
ァ
ン
ド
や
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
部
門
を
紹
介
・
斡
旋
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
適
切
な
資
金
調
達
ス
キ
ー
ム
作
り
と
そ
の
遂
行
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
再
生
対
象
企
業
の
場
合
、
資
金
調
達
と
し

て
第
三
者
割
当
増
資
や
Ｄ
Ｉ
Ｐ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
前
者
の
場
合
に
は
引
受
先
、
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引
受
株
数
お
よ
び
発
行
価
額
の
調
整
を
行
い
、
後
者
の
場
合
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
提
供
す
る
金
融
機
関
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
条
件
交
渉
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
、
前
者
は
証
券
会
社
の
引
受
業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
証
券
会
社
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
な
る
こ
と
で
、
適
切
な
発
行
条
件
の
決
定
が
な
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
四
に
、
適
切
な
出
口
戦
略
の
作
成
・
遂
行
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
出
口
戦
略
と
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ス
ポ
ン
サ
ー

に
事
業
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
証
券
市
場
に
公
開
す
る
こ
と
を
出
口
と
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
破
綻
企
業
が
再
生
し
、
上
場
し
た
事
例
は
少
な
い
が
、
最
近
で
は
新
生
銀
行
の
東
証
一
部
上
場
が
あ
り
、
今
後
は
こ
の

よ
う
な
事
例
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
引
受
部
門
と
広
い
販
売
網
を
有
す
る
大
手
証
券
会
社
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な

る
こ
と
で
、
株
式
公
開
と
い
う
選
択
肢
が
採
用
さ
れ
る
可
能
性
も
大
き
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

５
　
証
券
会
社
側
の
状
況

第
一
に
、
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
会
社
の
企
業
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
は
、
投
資
銀
行
業
務
全
般
と
の
連
携
の
下
で
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
企
業
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
お
よ
び
デ
ッ
ト
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
ス
キ
ー
ム
作
り
、
証
券
化
や
Ｍ
＆
Ａ
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｐ
Ｏ
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
投
資
銀
行
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
機
関

投
資
家
と
の
関
係
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
業
務
が
営
め
る
の
は
、
投
資
銀
行
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ

と
人
員
を
有
す
る
証
券
会
社
に
限
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
企
業
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
手
が
け
る
証
券
会
社
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
二
〇
社
程
度
と
さ
れ
て
お
り
、
競
争
環

境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
な
ど
大
手
三
社
の
ほ
か
、
外
資
系
証
券
会
社
や
銀
行
系
証
券
な
ど
が
こ
の
分

野
に
参
入
し
て
お
り
、
さ
ら
に
大
手
監
査
法
人
も
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
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て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
型
案
件
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
取
得
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
競
合
的
な
状
況
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
三
に
、
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
着
手
金
、
中
間
報
酬
、
成
功
報
酬
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
一
部
に
着
手
金
の
な

い
場
合
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
功
報
酬
部
分
は
、
移
動
資
産
の
一
〜
三
％
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ

う
に
、
競
争
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
手
数
料
の
引
き
下
げ
圧
力
は
強
ま
っ
て
お
り
、
一
部
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
と

い
わ
れ
る
事
態
も
生
じ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
や
監
督
員
な
ど
か
ら
引
き
下
げ
を
示
唆

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
必
ず
し
も
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

第
四
に
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
銀
行
系
証
券
会
社
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
利
益
相
反
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
銀
行
と
破
綻
企
業
と
の
間
で
債
権
債
務
関
係
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
銀
行
の
証
券
子
会
社
が
そ
の

破
綻
企
業
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
た
場
合
、
証
券
会
社
が
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
破

綻
企
業
の
債
権
の
大
幅
カ
ッ
ト
を
提
案
す
れ
ば
、
逆
に
債
権
者
で
あ
る
銀
行
は
、
回
収
額
を
削
ら
れ
、
損
失
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な

り
、
親
銀
行
と
証
券
子
会
社
間
で
利
益
相
反
関
係
が
生
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
に
つ

い
て
は
、
あ
ま
り
問
題
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
銀
行
が
案
件
を
証
券
子
会
社
に
紹
介
す
る
よ
う
な
事
例
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

ま
と
め

以
上
、
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
の
取
り
組
み
を
手
が
か
り
に
、
証
券
会
社
の
企
業
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
考
察
し
た
。

大
手
証
券
で
は
、
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
以
外
に
も
、
野
村
證
券
や
大
和
証
券
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
も
同
様
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
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外
資
系
や
銀
行
系
証
券
会
社
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
証
券
会
社
の
取
り
組
み
を
検
討
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
課
題
や
展
望
が

あ
る
の
か
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ン
ド
組
成
業
務
や
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
業
務
へ
の
取

り
組
み
も
進
ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
企
業
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
を
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

＊
本
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
、
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
企
業
情
報
部
の
下
本
謙
一
氏
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

本
稿
は
、
石
井
記
念
証
券
研
究
振
興
財
団
よ
り
賜
っ
た
研
究
助
成
の
成
果
の
一
部
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
同
財
団
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）
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（19）

レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ

〜
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
全
米
市
場
シ
ス
テ
ム
改
革
案
〜

吉
川
　
真
裕

二
〇
〇
四
年
二
月
二
四
日
、
米
国
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
は
ア
メ
リ
カ
の
株
式
市
場
を
特
徴
付
け
て
き
た
全
米
市
場
シ
ス

テ
ム
（
Ｎ
Ｍ
Ｓ
）
の
改
革
を
目
指
し
た
規
則
変
更
案
を
提
示
し
た
。
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
提
案
は
コ

ン
セ
プ
ト
・
リ
リ
ー
ス
に
よ
っ
て
市
場
関
係
者
の
意
見
を
求
め
た
上
で
規
則
変
更
案
を
提
示
す
る
と
い
う
形
を
取
ら
ず
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が

あ
ら
か
じ
め
作
成
し
た
規
則
変
更
案
を
提
示
し
た
上
で
コ
メ
ン
ト
に
応
じ
て
修
正
す
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
お
り
、
関
係
者
の
反
対

が
大
き
い
た
め
に
規
則
変
更
を
撤
回
す
る
可
能
性
は
小
さ
く
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
強
い
意
志
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は

四
年
前
に
も
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
株
式
市
場
間
の
電
子
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
が
、
取
引
所
と
Ｅ
Ｃ
Ｎ
、

ブ
ロ
ー
カ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
意
見
が
分
か
れ
、
呼
値
の
一
セ
ン
ト
刻
み
へ
の
変
更
と
も
重
な
っ
て
、
結
局
は
ほ
と
ん
ど
何
も
決
め

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
今
回
は
こ
の
間
に
実
施
さ
れ
た
上
場
投
資
信
託
（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
に
対
す
る
最
良
注
文
執
行
義
務

の
緩
和
と
い
う
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
経
験
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
を
は
じ
め
と
し
た
取
引
所
の
値
付
け
業

者
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
の
不
正
取
引
疑
惑
を
踏
ま
え
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
強
硬
な
姿
勢
で
株
式
市
場
改
革
に
取
り
組
む
模
様
で
あ
る
。

本
稿
で
は
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
提
案
の
背
景
を
振
り
返
っ
た
後
、
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
の
中
身
を
簡
単
に
紹
介
し
、

今
後
の
ア
メ
リ
カ
の
株
式
市
場
改
革
の
展
望
を
お
こ
な
う
。



１
　
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
の
背
景

（
１
）
電
子
的
リ
ン
ケ
ー
ジ

一
九
九
九
年
九
月
、
レ
ビ
ッ
ト
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
（
当
時
）
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
法
律
大
学
院
で
講
演
を
お
こ
な
い
、
米
国
証
券
市

場
を
取
り
巻
く
大
き
な
転
換
に
つ
い
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
方
針
を
示
し
た
。
こ
の
講
演
の
中
で
レ
ビ
ッ
ト
委
員
長
は
競
争
の
激
化
が
も
た
ら

す
市
場
の
分
裂
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
、
市
場
間
の
リ
ン
ク
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
、
二
〇

年
前
の
技
術
水
準
に
基
づ
い
た
Ｎ
Ｍ
Ｓ
を
改
良
し
て
い
く
方
向
性
を
明
確
に
し
た
。
し
か
も
一
例
と
断
っ
て
は
い
な
が
ら
も
各
市
場

の
指
値
注
文
板
を
電
子
的
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
仮
想
指
値
注
文
板
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
た
こ
と
は
そ
の
後
の
市
場
間
リ
ン
ク
の

方
法
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
株
式
会
社
化
を
検
討
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所

（
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
）
が
ル
ー
ル
三
九
〇
で
会
員
に
市
場
集
中
義
務
を
課
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
述
べ
て
規
則
の
撤
廃
を
求
め
た
（
１
）。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
一
二
月
に
は
レ
ビ
ッ
ト
委
員
長
の
講
演
以
来
、
風
当
た
り
の
強
く
な
っ
て
い
た
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
ル
ー
ル
三
九

〇
の
撤
廃
が
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
理
事
会
で
決
定
さ
れ
た
。
ル
ー
ル
三
九
〇
に
関
し
て
は
レ
ビ
ッ
ト
委
員
長
の
講
演
直
後
に
グ
ラ
ッ
ソ
Ｎ
Ｙ
Ｓ

Ｅ
会
長
兼
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
撤
廃
反
対
を
表
明
し
て
お
り
、
決
し
て
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
が
進
ん
で
撤
廃
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
会
議
で
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
ル
ー
ル
三
九
〇
撤
廃
の
投
票
を
お
こ
な
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
投
票
が
お
こ

な
わ
れ
た
場
合
に
は
撤
廃
が
決
議
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
ど
う
せ
撤
廃
す
る
な
ら
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
命
じ
ら
れ
て
撤
廃
し
、
保
守
的
な

印
象
を
与
え
る
よ
り
も
、
先
手
を
打
っ
て
撤
廃
し
、
小
口
注
文
に
対
す
る
自
動
執
行
の
併
用
を
含
め
た
新
構
想
に
し
た
が
っ
て
Ｎ
Ｙ

Ｓ
Ｅ
が
積
極
的
に
制
度
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
方
が
得
策
だ
と
い
う
判
断
が
働
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
２
）。

そ
し
て
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
は
Ｅ
Ｃ
Ｎ
を
接
続
す
る
た
め
に
現
行
の
市
場
間
取
引
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
を
改
善
す
る
計
画
案
を
承
認
す
る

一
方
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
よ
る
注
文
の
内
部
付
け
合
わ
せ
に
対
す
る
従
来
よ
り
厳
し
い
ル
ー
ル
の
採
用
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
要
請
し
た
。
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二
〇
〇
〇
年
二
月
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
が
提
出
し
た
規
則
改
正
に
関
す
る
リ
リ
ー
ス
を
公
表
し
、
ル
ー
ル
三
九
〇
の
撤
廃
に
対

す
る
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。
こ
の
リ
リ
ー
ス
に
は
株
式
市
場
統
合
策
に
関
す
る
リ
リ
ー
ス
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
議
論

の
た
た
き
台
と
し
て
六
つ
の
株
式
市
場
統
合
案
を
提
示
し
、
こ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
や
代
替
案
も
広
く
求
め
た
。
こ
の
リ
リ
ー
ス

の
公
表
に
よ
っ
て
株
式
市
場
統
合
策
に
関
す
る
議
論
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
指
針
表
明
と
い
う
段
階
か
ら
市
場
関
係
者
と
の
対
話
と
い
う
段
階

へ
と
進
み
、
な
ん
ら
か
の
決
定
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
以
前
に
も
増
し
て
議
論
が
活
発
化
し
た
（
３
）。

同
年
三
月
に
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
大
学
法
律
大
学
院
で
お
こ
な
わ
れ
た
レ
ビ
ッ
ト
委
員
長
の
講
演
で
は
、
透
明
性
と
市
場
間
リ
ン

ケ
ー
ジ
の
関
係
が
採
り
上
げ
ら
れ
、
よ
り
詳
細
な
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
市
場
間
の
直
接
的
な
リ
ン
ケ

ー
ジ
が
必
要
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
た
。
し
か
し
、
市
場
間
リ
ン
ケ
ー
ジ
は
無
制
限
に
自
由
な
ア
ク
セ
ス
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い

と
も
説
明
さ
れ
て
お
り
、
完
全
な
市
場
間
時
間
優
先
原
則
の
導
入
は
目
指
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
部
分
的
な

市
場
間
時
間
優
先
原
則
の
導
入
を
ど
の
よ
う
な
形
で
お
こ
な
う
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
４
）。

同
年
五
月
に
は
レ
ビ
ッ
ト
委
員
長
の
提
案
に
よ
っ
て
市
場
関
係
者
を
集
め
た
指
値
注
文
板
の
透
明
性
に
関
す
る
円
卓
会
議
が
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
本
部
で
開
催
さ
れ
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
顧
客
の
指
値
注
文
の
開
示
に
関
す
る
特
別
研
究
が
報
告
さ
れ
、
顧
客
注

文
開
示
ル
ー
ル
の
運
用
が
い
か
に
不
十
分
で
あ
る
か
が
示
さ
れ
た
（
５
）。

翌
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
に
よ
る
ル
ー
ル
三
九
〇
の
撤
廃
に

関
す
る
決
定
を
、
市
場
統
合
策
を
盛
り
込
む
こ
と
な
く
、
承
認
し
た
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
は
一
二
件
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
が
、
新
た
な
市
場
統
合
策
と
合
わ
せ
て
実
施
す
べ
き
と
い
う
条
件
を
付
け
た
コ
メ
ン
ト
は
四
件
あ
っ
た
も
の
の
、
反
対
意
見
は

な
く
、
市
場
統
合
策
を
盛
り
込
ま
ず
に
即
座
に
結
論
が
出
さ
れ
た
（
６
）。

そ
し
て
、
同
年
七
月
に
は
市
場
統
合
策
に
関
す
る
リ
リ
ー
ス
へ
の
コ
メ
ン
ト
が
検
討
さ
れ
、
六
月
に
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
た
二

〇
〇
一
年
の
呼
値
の
一
セ
ン
ト
刻
み
へ
の
転
換
も
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
は
注
文
執
行
状
況
に
関
す
る
取
引
市
場
の
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月
間
レ
ポ
ー
ト
と
注
文
回
送
業
者
の
四
半
期
レ
ポ
ー
ト
を
公
表
す
る
規
則
変
更
案
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
、
再
度
コ
メ
ン
ト

が
求
め
ら
れ
た
（
最
終
決
定
は
同
年
一
一
月
）
（
７
）。

他
方
、
二
〇
〇
二
年
八
月
に
は
取
引
の
活
発
な
Ｑ
Ｑ
Ｑ
（
ナ
ス
ダ
ッ
ク
一
〇
〇
指
数
連
動
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）、
Ｄ
Ｉ
Ａ
（
ダ
ウ
工
業
株
指

数
連
動
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）、
Ｓ
Ｐ
Ｙ
（
Ｓ
＆
Ｐ
五
〇
〇
指
数
連
動
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
の
三
つ
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
に
対
し
て
、
全
米
最
良
気
配
（
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
）

か
ら
三
セ
ン
ト
以
内
で
あ
れ
ば
よ
り
有
利
な
気
配
が
他
の
市
場
に
存
在
し
て
い
て
も
Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
通
じ
て
そ
の
気
配
を
消
化
せ
ず
に
注

文
執
行
を
可
能
と
す
る
「
微
量
免
除
」
が
九
カ
月
間
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
に
際
し
て
、

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
こ
れ
ら
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
は
取
引
が
き
わ
め
て
活
発
で
あ
る
上
、
指
数
構
成
銘
柄
の
株
価
か
ら
理
論
価
格
を
計
算
す
る
こ
と
も
容

易
で
あ
り
、
よ
り
良
い
気
配
値
を
消
化
せ
ず
に
劣
っ
た
値
段
で
注
文
を
執
行
す
る
「
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
」
の
影
響
が
ど
の
程
度
の

も
の
で
あ
る
か
を
検
証
す
る
実
験
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
（
８
）。

な
お
、
こ
の
微
量
免
除
は
二
〇
〇
三
年
五
月
に
さ
ら
に
九
カ
月
間
の

延
長
が
決
定
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に
も
再
度
九
カ
月
間
の
延
長
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
混
乱

Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
ル
ー
ル
三
九
〇
の
撤
廃
を
迫
ら
れ
、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
と
の
競
争
も
余
儀
な
く
さ
れ
か
ね
な
い
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
は
電
子
的
な
市
場
間
リ

ン
ケ
ー
ジ
に
反
対
し
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
は
内
部
委
員
会
報
告
書
で
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
廃
止
を
提
案
し
た
（
９
）。

そ
し
て
、
同
年
一
二
月
に
は

一
〇
〇
株
以
上
一
〇
九
九
株
以
下
の
指
値
注
文
を
自
動
執
行
す
る
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
ダ
イ
レ
ク
ト
＋
を
導
入
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
へ
の
対
抗
策
を
打

ち
出
し
た
。
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
は
二
〇
〇
一
年
一
月
に
呼
値
の
一
セ
ン
ト
刻
み
へ
の
転
換
を
完
了
し
、
同
年
六
月
に
は
呼
値
の
転
換
に
伴
っ

て
機
関
投
資
家
か
ら
批
判
の
強
ま
っ
て
い
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
先
回
り
取
引
に
対
す
る
規
制
を
強
化
す
る
決
定
を
お
こ
な
っ
た

（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
も
同
年
七
月
に
呼
値
の
転
換
に
伴
う
問
題
と
呼
値
の
水
準
に
関
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
・
リ
リ
ー
ス
を
公
表
し
て
い
る
）。
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二
〇
〇
一
年
九
月
の
同
時
多
発
テ
ロ
の
直
後
に
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
早
期
の
再
開
に
尽
力
し
た
グ
ラ
ッ
ソ
会
長
が
注
目
を
浴
び
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
こ
の
功
績
に
対
し
て
五
〇
〇
万
ド
ル
の
報
奨
金
が
内
密
に
支
払
わ
れ
た
こ
と
も
後
に
問
題
と
な
る
。
同
年
末
以
降
は

エ
ン
ロ
ン
、
ワ
ー
ル
ド
コ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
会
計
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
発
覚
し
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
も
上
場
企
業
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
強
化
を
推
進
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
証
券
業
界
関
係
者
以
外
を
対
象
と
し
た
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
公
益
理
事
候
補
に

シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
の
ワ
イ
ル
会
長
が
推
薦
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
場
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
た
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

問
題
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
五
月
に
は
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
で
グ
ラ
ッ
ソ
会
長
の
二
〇
〇
二

年
の
報
酬
が
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
越
え
、
退
職
金
・
年
金
の
総
額
が
一
億
ド
ル
近
い
と
い
う
報
道
が
お
こ
な
わ
れ
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
批
判
が
一
層
高
ま
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
八
月
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
が
グ
ラ
ッ
ソ
会
長
の
報
酬
と
退
職
金
・
年
金
額
を
公
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
四
〇
万
ド
ル
と
一
億
三

九
五
〇
万
ド
ル
（
後
に
公
表
さ
れ
、
辞
退
さ
れ
た
四
八
〇
〇
万
ド
ル
を
含
ま
ず
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
う
し
た
巨
額

の
報
酬
を
決
定
し
た
人
事
・
報
酬
委
員
会
の
責
任
問
題
が
浮
上
す
る
と
と
も
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
財
務
長
官
や
四
大
公
的
年

金
の
代
表
が
グ
ラ
ッ
ソ
会
長
の
辞
任
を
要
求
し
た
。
辞
任
を
拒
否
し
て
い
た
グ
ラ
ッ
ソ
会
長
が
九
月
一
七
日
に
辞
任
を
承
認
し
、
こ

れ
を
受
け
て
九
月
二
一
日
に
元
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
会
長
の
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
氏
が
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
暫
定
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
決
定
し
た
。

他
方
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
は
フ
リ
ー
ト
・
ボ
ス
ト
ン
系
列
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
よ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
株
の
取

引
を
め
ぐ
っ
て
ア
メ
リ
カ
ン
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
ト
レ
ー
ダ
ー
に
グ
ラ
ッ
ソ
会
長
が
謝
罪
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
の
不
正
取
引
疑
惑
が
高
ま
っ
た
。
七
月
に
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
ラ
ブ
ラ
ン
チ
社
が
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
内
部
調
査
に
対
し

て
従
業
員
の
ｅ
メ
ー
ル
の
提
出
を
拒
ん
で
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
監
督
能
力
に
対
す
る
疑
問
も
生
じ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
一
〇
月
に
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
大
手
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
五
社
が
顧
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客
取
引
に
不
当
に
介
入
し
た
と
し
て
罰
金
を
含
む
制
裁
措
置
の
実
施
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
、
一
一
月
に
は
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
機
密
調
査
報
告
書
を
暴
露
し
、
過
去
三
年
間
に
二
二
億
株
が
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
よ

っ
て
不
正
に
取
引
さ
れ
、
投
資
家
の
損
害
は
一
億
五
五
〇
〇
万
ド
ル
に
達
す
る
と
報
じ
ら
れ
た
（
10
）。

ま
た
、
一
二
月
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
公
務
員
退
職
基
金
（
カ
ル
パ
ー
ス
）
が
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
と
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
七
社
に
対
し
て
民
事
訴
訟
を
提
訴
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
投
信
業
界
二
位
の
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
の
創
設
者
で
あ
り
、
イ
ン
ス
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
取
締
役
で
も
あ
る

ボ
ー
グ
ル
氏
は
、
グ
ラ
ッ
ソ
会
長
の
巨
額
の
報
酬
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
利
益
を
守
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
制
度
の
改
革
を
要
請
し
、
投
信
最
大
手
の
フ
ィ
デ
リ
テ
ィ
も
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
介
在
し
な
い
電
子
取
引
の
導
入
を
望
み
、

次
善
策
と
し
て
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
仲
介
を
削
減
す
る
方
向
で
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
が
取
引
シ
ス
テ
ム
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
は
リ
ー
ド
会
長
の
下
で
機
構
改
革
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
申
請
し
、
一
二
月
一
七
日
に
認
可
さ
れ
た
。
こ
の
改
革
で
は
会
長
と
Ｃ

Ｅ
Ｏ
を
除
く
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
を
証
券
業
界
や
上
場
企
業
以
外
か
ら
選
出
し
、
関
係
者
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
ボ
ー
ド
に
着
く
こ
と

に
な
る
と
い
う
の
が
眼
目
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
一
八
日
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
の
ジ
ョ
ン
・
セ
イ
ン
社
長

兼
最
高
業
務
責
任
者
が
一
月
一
五
日
に
就
任
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
セ
イ
ン
氏
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
完
全
電
子
化
に
は
反
対
で
あ
り
、

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
電
子
取
引
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
を
提
唱
し
て
い
た
こ
と
が
抜
擢
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

セ
イ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
就
任
か
ら
三
週
間
足
ら
ず
の
二
〇
〇
四
年
二
月
五
日
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
理
事
会
は
注
文
自
動
執
行
シ
ス
テ
ム
、
Ｎ

Ｙ
Ｓ
Ｅ
ダ
イ
レ
ク
ト
＋
の
拡
充
を
決
定
し
た
。
具
体
的
に
は
三
〇
秒
と
い
う
連
続
注
文
制
限
の
撤
廃
、
一
〇
九
九
株
と
い
う
注
文
数

量
制
限
の
撤
廃
、
指
値
注
文
の
み
と
い
う
注
文
制
限
の
撤
廃
が
そ
の
中
身
で
あ
っ
た
が
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
介
在
す
る
フ
ロ
ア
で

の
取
引
に
は
何
も
変
更
は
盛
り
込
ま
れ
ず
、
抜
本
的
な
取
引
制
度
改
革
と
は
呼
べ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
の
決
定
は
Ｓ

Ｅ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
が
準
備
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
た
株
式
市
場
構
造
改
革
案
を
牽
制
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
と
も
報
じ
ら
れ
た
。
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２
　
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ

二
〇
〇
四
年
二
月
二
四
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
会
議
で
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
と
名
付
け
ら
れ
た
規
則
変
更
案
が

四
人
の
委
員
全
員
の
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
変
更
案
は
四
つ
の
異
な
る
規
則
変
更
案
か
ら
な
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
株
式
市

場
を
特
徴
付
け
て
き
た
Ｎ
Ｍ
Ｓ
の
改
革
を
総
合
的
に
目
指
す
と
い
う
意
味
で
今
回
ま
と
め
て
提
案
さ
れ
た
（
11
）。

（
１
）
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー

レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
で
第
一
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
統
一
的
な
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
で
あ
る
。
従
来
の
ト
レ

ー
ド
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
は
一
九
七
八
年
以
来
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
と
ア
メ
リ
カ
ン
証
券
取
引
所
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）
に
上
場
さ
れ
て
い
る
株
式

を
対
象
と
し
て
お
り
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
銘
柄
に
は
適
用
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
を
防
止
す
る
た
め
の

注
文
回
送
施
設
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ
に
接
続
し
て
い
る
取
引
市
場
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
み
が
こ
の
規
則
の
遵
守
を
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
の
適
用
対
象
に
ナ
ス
ダ
ッ
ク
銘
柄
を
含
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
常
に
確
定
気
配

を
提
示
し
て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
注
文
執
行

も
こ
の
規
則
の
遵
守
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
形
で
、
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
を
統
一
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
や
ナ
ス
ダ
ッ
ク
の
ス
ー
パ
ー
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
な
自
動
執
行
機
能
を
持
つ
市
場
と
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
や
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
の

よ
う
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
介
し
て
取
引
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
の
間
で
は
、
注
文
の
回
送
か
ら
執
行
の
有
無
の
確
認
ま
で
三
〇
秒

も
か
か
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ
で
は
整
合
的
な
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
っ
た
問
題
も
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
で
の
注
文
執
行
時
間
を
人
手
を
介
す
る
場
合
の
最
短
時
間
に
統
一
す
る
と
い
う
従
来
の
手
法
の
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拡
張
で
対
処
す
る
か
、
自
動
執
行
機
能
を
持
つ
市
場
か
ら
人
手
を
会
す
る
市
場
へ
は
注
文
回
送
自
体
を
お
こ
な
わ
な
い
と
い
う
形
で

従
来
の
規
則
の
適
用
を
一
部
免
除
す
る
の
か
と
い
う
形
で
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
今
回
の
提
案
で
は
こ
の
両
者
を
組
み
合
わ

せ
、
最
良
気
配
よ
り
も
劣
っ
た
値
段
で
の
注
文
執
行
が
あ
り
う
る
こ
と
に
同
意
し
た
注
文
に
は
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
自
体

の
適
用
を
完
全
に
免
除
す
る
こ
と
、
し
か
も
、
最
良
気
配
か
ら
の
一
定
の
範
囲
（
株
価
水
準
に
応
じ
て
一
セ
ン
ト
か
ら
五
セ
ン
ト
ま

で
五
段
階
）
内
で
は
、
自
動
執
行
機
能
を
持
つ
市
場
か
ら
人
手
を
会
す
る
市
場
へ
の
注
文
回
送
義
務
を
免
除
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。

（
２
）
市
場
間
ア
ク
セ
ス

レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
で
第
二
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
統
一
的
な
市
場
ア
ク
セ
ス
・
ル
ー
ル
で
あ
る
。
ト
レ
ー
ド
・

ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
の
新
提
案
が
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
利
用
を
削
減
す
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
に
、
こ
れ
を
補
完
す
る
よ
う
に
各
市
場
へ
の
Ｉ
Ｔ

Ｓ
を
経
由
し
な
い
ア
ク
セ
ス
を
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
そ
の
狙
い
で
あ
る
。
そ
の
際
に
最
も
問
題
と
な
る
の
は
最
良
気
配
を

表
示
し
て
い
る
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
障
害
が
生
じ
る
場
合
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
で
表
示
さ
れ
た
最
良
気
配
は
取
引
実
行

時
に
ア
ク
セ
ス
・
フ
ィ
ー
を
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
必
ず
し
も
最
良
気
配
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
ア
ク
セ
ス
・
フ

ィ
ー
の
問
題
は
単
に
Ｅ
Ｃ
Ｎ
が
会
員
以
外
か
ら
追
加
料
金
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
指
値
注
文
を
注
文
板
に
出
し

て
流
動
性
を
提
供
し
た
者
は
リ
ベ
ー
ト
を
受
け
、
注
文
板
を
消
化
し
て
流
動
性
を
消
費
し
た
者
は
リ
ベ
ー
ト
を
上
回
る
フ
ィ
ー
を
払

う
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
が
慣
行
と
し
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
Ｅ
Ｃ
Ｎ
の
会
員
以
外
は
流
動
性
を
提
供
す
る
こ

と
な
く
、
最
良
気
配
の
指
値
を
消
費
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
か
な
ら
ず
ア
ク
セ
ス
・
フ
ィ
ー
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
）。

さ
ら
に
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
は
売
り
気
配
以
上
の
確
定
買
い
気
配
や
買
い
気
配
以
下
の
確
定
売
り
気
配
を
提
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示
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
間
あ
る
い
は
Ｅ
Ｃ
Ｎ
ど
う
し
の
間
で
こ
う
し
た
状
態
が

し
ば
し
ば
生
じ
、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
は
相
手
が
流
動
性
を
消
化
し
て
ア
ク
セ
ス
・
フ
ィ
ー
を
支
払
う
の
を
待
っ
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
ア
ク
セ
ス
・
フ
ィ
ー
を
気
配
値
に
含
め
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
ア
ク
セ
ス
・
フ
ィ
ー

は
一
株
当
た
り
で
は
一
セ
ン
ト
未
満
で
あ
り
、
呼
値
の
刻
み
を
さ
ら
に
細
か
く
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
問
題
と
も
絡
む
の
で
、
ア

ク
セ
ス
・
フ
ィ
ー
に
上
限
（
一
株
当
た
り
〇
・
一
セ
ン
ト
、
他
の
フ
ィ
ー
と
合
わ
せ
て
一
取
引
で
一
株
当
た
り
最
高
〇
・
二
セ
ン
ト
）

を
設
け
る
こ
と
で
、
ア
ク
セ
ス
・
フ
ィ
ー
絡
み
の
問
題
を
軽
減
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
一
セ
ン
ト
未
満
の
値
刻
み

一
九
九
七
年
七
月
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
Ｅ
Ｃ
Ｎ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
一
六
分
の
一
刻
み
未
満
の
気
配
値
に
対
す
る
ノ
ー
・
ア
ク
シ

ョ
ン
・
レ
タ
ー
を
ナ
ス
ダ
ッ
ク
に
与
え
て
以
来
、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
間
で
は
通
常
の
気
配
表
示
を
下
回
る
値
刻
み

で
取
引
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
の
値
刻
み
の
一
セ
ン
ト
刻
み
へ
の
移
行
に
際
し
て
問
題
と
な
っ
た
よ
う
に
、
価
格
優

先
原
則
が
存
在
す
る
以
上
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
有
利
で
あ
れ
ば
後
か
ら
出
さ
れ
た
注
文
の
執
行
が
優
先
さ
れ
、
先
回
り
取
引
が
可

能
と
な
る
。
通
常
の
ベ
ン
ダ
ー
情
報
は
現
在
、
一
セ
ン
ト
刻
み
で
報
道
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
プ
ロ
の
み
が
一
セ

ン
ト
未
満
の
値
刻
み
（
大
半
は
〇
・
一
セ
ン
ト
、
一
部
は
〇
・
〇
一
セ
ン
ト
）
を
利
用
し
て
い
る
の
は
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
二
〇

〇
一
年
七
月
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
・
リ
リ
ー
ス
を
公
表
し
た
（
12
）。

コ
メ
ン
ト
の
多
く
は
現
状
に
問
題
が
あ
る

と
指
摘
し
て
い
た
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
対
応
策
を
講
じ
な
か
っ
た
の
で
、
二
〇
〇
三
年
八
月
に
ナ
ス
ダ
ッ
ク
は
統
一
的
な
値
刻
み
規
則
が

採
用
さ
れ
な
い
以
上
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
銘
柄
の
値
刻
み
を
〇
・
一
セ
ン
ト
刻
み
に
変
更
し
て
問
題
の
緩
和
に
あ
た
る
と
い
う
規
則
変
更

案
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
提
出
し
た
（
13
）。
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そ
こ
で
、
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
の
中
で
統
一
的
な
気
配
値
の
値
刻
み
を
採
用
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

提
案
さ
れ
て
い
る
の
は
気
配
値
の
値
刻
み
を
一
セ
ン
ト
刻
み
と
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
株
価
が
一
ド
ル
未
満
の
銘
柄
は
適
用
除
外
し
、

中
値
や
加
重
平
均
価
格
で
の
注
文
執
行
に
よ
っ
て
取
引
価
格
が
一
セ
ン
ト
未
満
に
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
市
場
デ
ー
タ

各
市
場
で
の
最
良
気
配
情
報
や
取
引
情
報
は
統
合
さ
れ
、
そ
の
情
報
に
対
す
る
収
入
は
取
引
回
数
や
取
引
株
数
に
応
じ
て
各
市
場

に
分
配
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
を
悪
用
し
て
最
良
気
配
を
出
さ
ず
に
他
市
場
で
の
最
良
気
配
で
注

文
を
付
け
合
せ
、
市
場
価
格
の
改
善
に
貢
献
せ
ず
に
情
報
料
収
入
を
受
け
取
る
行
為
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
一
九

九
九
年
一
二
月
に
市
場
情
報
収
入
に
関
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
・
リ
リ
ー
ス
を
公
表
し
た
（
14
）。

そ
し
て
、
市
場
情
報
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
九
月
に
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
報
告
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
（
15
）。

レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
の
中
で
は
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
員
会
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
、
市
場
情
報
料
収
入
の
分
配
方
法
の
変

更
、
各
市
場
が
最
良
気
配
以
外
の
気
配
情
報
を
独
自
に
販
売
す
る
場
合
の
統
一
基
準
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
市
場
情
報
料
収
入

の
新
た
な
分
配
案
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
銘
柄
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
銘
柄
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
銘
柄
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
次
に
、
各
グ
ル
ー
プ
内
で
各
株
式
の
取
引
金
額
の
平
方
根
に
応
じ
て
情
報
料
収
入
を
各
株
式
へ
と
割
り
当
て
る
（
16
）。

さ
ら
に
、

各
株
式
に
割
り
当
て
ら
れ
た
情
報
料
収
入
を
、
①
取
引
シ
ェ
ア
、
②
気
配
値
が
最
良
気
配
で
あ
っ
た
比
率
、
③
気
配
値
が
最
良
気
配

を
改
善
し
た
比
率
、
の
三
つ
に
応
じ
て
各
市
場
へ
と
分
配
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
分
配
に
は
さ
ら
に
細
か
な
計
算
式
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
①
の
取
引
シ
ェ
ア
が
情
報
料
収
入
の
五
〇
％
、
②
の
最
良
気
配
比
率
が
情
報
料
収
入
の
三
五
％
、
③
の
最
良
気

配
改
善
比
率
が
情
報
料
収
入
の
一
五
％
に
な
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
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３
　
株
式
市
場
改
革
の
行
方

レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
会
議
で
四
人
の
委
員
全
員
の
一
致
で
承
認
さ
れ
た
が
、
委
員
に
よ
る

評
価
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
元
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
会
長
の
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
委
員
長
は
従
来
の
Ｎ
Ｍ
Ｓ
規
則
を
大
幅
に
変
更
す
る

こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
ト
キ
ン
ス
委
員
は
提
案
内
容
が
改
革
案
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
、
と
り
わ
け
市
場
デ
ー
タ

に
関
す
る
提
案
は
単
一
提
案
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
れ
ば
反
対
し
た
と
ま
で
明
言
し
て
い
る
（
17
）。

確
か
に
レ
ビ
ッ
ト
元
委
員
長
が
示
唆

し
て
い
た
よ
う
な
市
場
間
リ
ン
ケ
ー
ジ
は
全
く
考
慮
さ
れ
ず
、
現
在
の
Ｎ
Ｍ
Ｓ
規
則
を
部
分
的
に
緩
和
す
る
方
向
で
改
革
が
目
指
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
は
拭
い
難
い
。
か
つ
て
大
手
証
券
会
社
の
首
脳
た
ち
が
考
案
し
、
レ
ビ
ッ
ト
元
委
員
長
が
理
解
を
示
し
た
市

場
間
の
電
子
的
リ
ン
ケ
ー
ジ
は
全
く
見
る
影
も
な
い
。
逆
に
、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
主
張
し
て
い
た
Ｉ
Ｔ
Ｓ
を

無
視
し
た
市
場
間
競
争
が
是
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ク
セ
ス
・
フ
ィ
ー
の
制
限
や
気
配
値
の
刻
み
の
統
一
は
Ｅ

Ｃ
Ｎ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
自
由
な
活
動
の
制
限
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

今
回
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
提
案
の
中
で
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
取
引
市
場
を
自
動
執
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
と
人

手
を
介
す
る
市
場
に
区
別
し
、
異
な
る
取
り
扱
い
を
認
め
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
三
〇
年
前
の
Ｎ
Ｍ
Ｓ
構
想
時
に
は
取
引
市
場
で
は

す
べ
て
人
手
を
介
し
て
取
引
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
取
引
方
法
も
各
市
場
で
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
市

場
を
Ｉ
Ｔ
Ｓ
と
い
う
注
文
回
送
施
設
を
通
じ
て
リ
ン
ク
す
る
こ
と
自
体
に
は
技
術
的
な
問
題
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
間
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
注
文
付
け
合
せ
技
術
の
進
歩
と
機
関
投
資
家
等
の
要
望
に
基
づ
い
た
新
た
な
注
文
付
け
合
せ
方
法
の
開
発

に
よ
っ
て
、
異
な
る
市
場
を
リ
ン
ク
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
も
難
し
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
異
な
る
市
場
を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
間
の
リ
ン
ク
は
難
し
く
て
も
グ
ル
ー
プ
内
の
リ
ン
ク
は
技
術
的
に
は
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
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今
回
の
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
に
関
す
る
提
案
で
は
自
動
執
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
と
人
手
を
介
す
る
市
場
を
分
け
、
人
手
を
会

す
る
市
場
間
で
は
今
ま
で
ど
お
り
Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
利
用
し
た
リ
ン
ク
を
継
続
す
る
が
、
自
動
執
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
と
人
手
を
介
す

る
市
場
の
リ
ン
ク
は
放
棄
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
動
執
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
間
の
リ
ン
ク
に
は
全
く
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
自
動
執
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
間
の
リ
ン
ク
は
一
つ
の
仮
想
注
文
板
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
Ｉ
Ｔ

Ｓ
で
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
の
は
最
良
気
配
の
注
文
だ
け
で
あ
り
、
自
主
的
に
各
市
場
が
最
良
気
配
以
外
の
指
値
注
文
も
リ
ン
ク
さ
せ

な
け
れ
ば
一
つ
の
注
文
板
と
は
な
ら
な
い
。
も
し
人
手
を
介
す
る
市
場
間
を
Ｉ
Ｔ
Ｓ
と
い
う
形
で
リ
ン
ク
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
自
動
執
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
間
も
Ｉ
Ｔ
Ｓ
と
同
様
に
最
良
気
配
の
注
文
だ
け
は
リ
ン
ク
さ
せ
る
の
が
筋
で
あ
ろ
う
。
リ
ン

ク
そ
の
も
の
に
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
人
手
を
介
す
る
市
場
間
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
必
要
性
も
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
の
見
直
し
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
は
投
資
家
保
護

の
最
低
基
準
で
あ
り
、
投
資
家
が
自
己
責
任
で
ト
レ
ー
ド
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
の
適
用
を
辞
退
す
れ
ば
最
良
価
格
で
の
注
文
執
行
は

必
要
と
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
Ｎ
Ｍ
Ｓ
の
理
念
か
ら
の
離
脱
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
確
か
に
、
近
く

に
店
屋
（
Ｅ
Ｃ
Ｎ
）
が
あ
る
の
に
遠
く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
取
引
所
）
の
方
が
安
い
か
ら
そ
こ
ま
で
買
い
に
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
揶
揄
さ
れ
た
Ｎ
Ｍ
Ｓ
の
理
念
は
時
代
遅
れ
の
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
使
い
の
者
（
仲
介
業
者
）
に
買
い
物
を
頼

ん
だ
と
き
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
本
人
に
許
可
な
く
、
近
く
の
店
屋
（
Ｅ
Ｃ
Ｎ
）
で
（
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
）
よ
り
高
い
物
を

買
わ
せ
る
こ
と
が
生
じ
う
る
。
し
か
も
使
い
の
者
（
仲
介
業
者
）
が
近
く
の
店
屋
（
Ｅ
Ｃ
Ｎ
）
か
ら
リ
ベ
ー
ト
を
も
ら
う
可
能
性
も

排
除
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
自
動
執
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
の
リ
ン
ク
を
全
く
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
の
か
ど
う
か
は
疑
問
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
市
場
間
の
リ
ン
ク
と
い
う
手
段
を
講
じ
て
投
資
家
保
護
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
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で
あ
り
、
そ
も
そ
も
そ
こ
ま
で
す
る
必
要
が
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
ま
た
別
問
題
で
あ
る
。

三
月
一
二
日
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
に
関
す
る
公
聴
会
を
四
月
一
日
（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
）
と
四
月
二
一
日

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
に
実
施
す
る
予
定
を
発
表
し
、
公
聴
会
で
の
証
言
希
望
者
を
募
集
し
た
。
し
か
し
、
三
月
三
〇
日
に
な
っ
て
Ｓ

Ｅ
Ｃ
は
出
席
者
の
都
合
に
よ
っ
て
第
一
回
目
の
公
聴
会
を
四
月
二
一
日
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
と
し
、
第
二
回
目
の
公
聴
会
は
開
催
の

必
要
が
あ
れ
ば
追
っ
て
通
知
す
る
と
発
表
し
た
。
三
月
三
〇
日
時
点
で
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
証
言
希
望
者

は
二
六
人
で
、
取
引
所
で
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
証
券
取
引
所
、
シ
カ
ゴ
証
券
取
引
所
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
証

券
取
引
所
（
旧
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
証
券
取
引
所
）、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
で
は
イ
ン
ス
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
ブ
ル
ン
バ
ー
グ
・
ト
レ
ー
ド
ブ
ッ
ク
、
ブ
ル

ッ
ト
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
は
ヴ
ァ
ン
・
デ
ア
・
モ
ー
レ
ン
、
ラ
ブ
ラ
ン
チ
、
そ
の
他
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
シ
ュ
ワ

ッ
ブ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
ナ
イ
ト
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
投
信
運
用
会
社
の
フ
ィ
デ
リ
テ
ィ
、
通
信
社
の
ロ
イ
タ
ー
・
ア
メ

リ
カ
、
ノ
ー
ス
・
コ
ロ
ラ
ド
大
学
の
ピ
ー
ク
教
授
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
ウ
ィ
ー
バ
ー
教
授
な
ど
の
名
前
が
上
が
っ
て
い
る
。

四
年
前
に
は
Ｅ
Ｃ
Ｎ
や
シ
ュ
ワ
ッ
ブ
と
並
ん
で
グ
ラ
ッ
ソ
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
当
時
）
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
新
た
な
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
に
強
硬
に
反
対
し
て
い
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
が
公
聴
会
で
攻
勢
に
転
じ
る
可
能
性
は
高
く
は
な
い
。

か
つ
て
ナ
ス
ダ
ッ
ク
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
談
合
疑
惑
で
顧
客
注
文
の
表
示
や
指
値
注
文
板
の
導
入
を
呑
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
よ
う
に
（
そ
の
結
果
、
Ｅ
Ｃ
Ｎ
の
取
引
シ
ェ
ア
が
上
昇
し
た
）、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
も
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
不
正
取
引
疑
惑
で
従
来
の
仕

組
み
の
変
更
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
動
執
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
と
人
手
を
介
す
る
市
場
を
区
別
す
る
と

い
う
提
案
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
に
自
動
執
行
機
能
を
拡
張
さ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を
改
革
さ
せ
る
た
め
の
ニ
ン
ジ
ン
の
よ
う
に
も
思
え

る
。
フ
ロ
ア
取
引
を
重
視
し
て
き
た
シ
カ
ゴ
・
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
取
引
所
（
Ｃ
Ｍ
Ｅ
）
や
シ
カ
ゴ
商
品
取
引
所
（
Ｃ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
）、
シ

カ
ゴ
・
ボ
ー
ド
・
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
所
（
Ｃ
Ｂ
Ｏ
Ｅ
）
が
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
の
変
更
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
あ

（31）



る
ま
い
。注（

１
）

こ
の
講
演
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
真
の
Ｎ
Ｍ
Ｓ
の
構
築
に
向
け
て
〜
レ
ビ
ッ
ト
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
の
提
案
〜
」（
本
誌
一
五
七
五
号
、

一
九
九
九
年
九
月
）
を
参
照
。

（
２
）

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
の
新
構
想
〜
『
ニ
ュ
ー
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
』
の
意
味
す
る
も
の
〜
」（
本
誌
一

五
七
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
を
参
照
。

（
３
）

SE
C

,"N
Y

SE
R

ulem
aking:N

otice
ofF

iling
ofProposed

R
ule

C
hange

T
o

R
escind

E
xchange

R
ule

390;C
om

m
ission

R
equest

for
C

om
m

ent
on

Issues
R

elating
to

M
arket

F
ragm

entation,"
R

elease
N

o.34-42450;F
ile

N
o.SR

-N
Y

SE
-99-48,23

F
ebruary

2000.

こ
の
リ
リ
ー
ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
米
国
株
式
市
場
統
合
を
め
ぐ
る
新
た
な
展
開
〜
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
リ
リ
ー
ス
と
関
係
者
の
議

会
証
言
〜
」（
本
誌
一
五
八
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
を
参
照
。

（
４
）

こ
の
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
米
国
株
式
市
場
統
合
策
の
行
方
〜
レ
ビ
ッ
ト
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
の
真
意
〜
」（
本
誌
一
五
八
二
号
、
二

〇
〇
〇
年
五
月
）
を
参
照
。

（
５
）

SE
C

,"SE
C

Study
R

eveals
Problem

s
In

D
isplay

O
fLim

it
O

rders,"F
O

R
IM

M
E

D
IA

T
E

R
E

LE
A

SE
2000-59,4

M
ay

2000,SE
C

,

SpecialStudy:R
eportC

oncerning
D

isplay
ofC

ustom
er

Lim
itO

rders,4
M

ay
2000.

（
６
）

SE
C

,"N
Y

SE
R

ulem
aking:O

rder
A

pproving
Proposed

R
ule

C
hange

T
o

R
escind

E
xchange

R
ule

390,"R
elease

N
o.34-42758;

F
ile

N
o.SR

-N
Y

SE
-99-48,5

M
ay

2000.

（
７
）

SE
C

,"Proposed
R

ule:D
isclosure

ofO
rder

R
outing

and
E

xecution
Practices,"

R
elease

N
o.34-43084;F

ile
N

o.S7-16-00,28
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July
2000,SE

C
,"F

inalR
ule:D

isclosure
ofO

rder
R

outing
and

E
xecution

Practices,"R
elease

N
o.34-43590;F

ile
N

o.S7-16-00,

17
N

ovem
ber

2000.
（
８
）

SE
C

,"O
rder

Pursuant
to

Section
11A

ofthe
Securities

E
xchange

A
ct

of1934
and

R
ule

11A
a3-2(f)T

hereunder
G

ranting
a

D
e

M
inis

E
xem

ption
for

T
ransactions

in
C

ertain
E

xchange-T
raded

F
unds

from
the

T
rade-T

hrough
Provisions

of
the

Interm
arketT

rading
System

,"R
elease

N
o.34-46428,28

A
ugust2002.

（
９
）

SpecialC
om

m
ittee

on
M

arketStructure,G
overnance

and
O

w
nership,"M

arketStructure
R

eport,"6
A

pril2000.

（
10
）

三
月
三
〇
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
大
手
五
社
が
総
額
二
億
四
一
八
二
万
三
二
五
七
ド
ル
（
う
ち
一
億
五
四
〇
八
万

七
六
二
二
ド
ル
は
投
資
家
へ
の
補
償
金
）
を
支
払
う
こ
と
で
合
意
し
た
と
発
表
し
た
。

（
11
）

SE
C

,"Proposed
R

ule:R
egulation

N
M

S,"R
elease

N
o.34-49325;F

ile
N

o.S7-10-04,24
F

ebruary
2004.

（
12
）

SE
C

,"SE
C

C
oncept

R
elease:R

equest
for

C
om

m
ent

on
the

E
ffects

ofD
ecim

alT
rading

in
Subpennies,"

R
elease

N
o.44568

(18
July

2001),66
F

R
38390

(24
July

2001).

（
13
）

F
ile

N
o.SR

-N
A

SD
-2003-121.

（
14
）

SE
C

,"SE
C

C
oncept

R
elease:R

egulation
ofM

arket
Inform

ation
F

ees
and

R
evenues,"R

elease
N

o.42208
(9

D
ecem

ber
1999),

64
F

R
70613.

（
15
）

R
eportofthe

A
dvisory

C
om

m
ittee

on
M

arketInform
ation:A

B
lueprintfor

R
esponsible

C
hange,14

Septem
ber

2001.

（
16
）

こ
れ
は
価
格
変
動
が
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
れ
ば
情
報
量
は
取
引
量
の
平
方
根
に
比
例
す
る
と
い
う
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
17
）

PaulS.A
tkins,"Speech

by
SE

C
C

om
m

issioner:R
em

arks
for

O
pen

M
eeting

on
N

M
S

R
ule

Proposal,"24
F

ebruary
2004.

（
よ
し
か
わ
　
ま
さ
ひ
ろ
・
客
員
研
究
員
）

（33）



（34）

１
　
は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
で
は
、
各
市
場
で
取
引
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
Ｎ
Ｍ
Ｓ
適
格
証
券
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
か
ら
取
引
情
報
（
出

来
情
報
）
と
気
配
情
報
を
集
約
し
、
一
般
向
け
に
配
信
す
る
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
る
。
投
資
家
は
、
銘
柄
ご
と
に
現

在
ど
の
市
場
で
い
く
ら
で
何
株
の
取
引
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
気
配
が
提
示
さ
れ
て
い
る
か
を
一
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
市
場
情
報
配
信
の
仕
組
み
は
、
複
数
市
場
が
混
在
す
る
全
米
市
場
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｍ
Ｓ
）
の
公
正
性
確
保
の
根
幹

を
な
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

各
市
場
は
、
取
引
情
報
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｔ
Ａ
プ
ラ
ン
、
気
配
情
報
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｑ
プ
ラ
ン
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
銘
柄
に
つ
い
て
は
取

引
・
気
配
情
報
と
も
ナ
ス
ダ
ッ
ク
Ｕ
Ｔ
Ｐ
プ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
管
理
組
織
を
そ
れ
ぞ
れ
形
成
し
て
お
り
、
情
報
配
信
の
仕
組
み
や
、

処
理
の
手
順
、
情
報
料
金
な
ど
情
報
配
信
の
条
件
、
回
収
し
た
情
報
料
金
収
入
の
配
分
方
法
な
ど
に
つ
い
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
監
督
の
下
で

全
会
一
致
制
の
意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
市
場
（
取
引
所
と
ナ
ス
ダ
ッ
ク
）
が
得
て
い
る
情
報
料
金
収
入
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
の
半
ば
す
ぎ
こ

ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
１
）。

当
初
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
個
人
投
資

家
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
株
価
情
報
の
需
要
が
急
増
し
た
こ
と
か
ら
、
相
対
的
に
割
高
だ
っ
た
個
人
向
け
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
株
価

情
報
の
配
信
料
金
の
引
き
下
げ
が
焦
点
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
後
で
述
べ
る
よ
う
に
情
報
料
金
収
入
の
配
分
方
式
が
市
場
間
の
競
争

「
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
」
に
見
る
市
場
情
報
手
数
料清

水
　
葉
子



に
歪
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
っ
た
議
論
に
移
っ
て
い
っ
た
。
議
論
の
拡
大
を
受
け
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
二
〇
〇
〇
年
に
は
市
場
情
報

諮
問
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
市
場
情
報
収
入
の
扱
い
に
つ
い
て
の
集
中
的
な
議
論
を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
に
は
報
告
書
を
発
表
し
て

い
る
（
２
）。

今
回
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
「
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
」
と
い
う
包
括
的
な
リ
リ
ー
ス
（
３
）

の
中
で
、
市
場
情
報
に
つ
い
て
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
ル
ー

ル
お
よ
び
、
各
自
主
規
制
機
関
が
行
っ
て
い
る
市
場
情
報
管
理
の
た
め
の
プ
ラ
ン
の
修
正
を
提
言
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
提
言
は
市

場
情
報
諮
問
委
員
会
の
報
告
書
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
自
身
が
以
前
に
提
案
し
た
コ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
ま
た
委
員
会
が

提
案
し
た
情
報
処
理
業
者
の
競
争
促
進
ア
プ
ロ
ー
チ
も
採
用
し
て
い
な
い
。
か
わ
っ
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
従
来
の
よ
う
に
市
場
情
報
収
入

を
主
に
取
引
件
数
に
応
じ
て
比
例
配
分
す
る
と
い
う
単
純
な
方
式
を
廃
止
し
、
各
市
場
の
取
引
高
（
出
来
情
報
）
と
気
配
提
示
の
両

方
の
貢
献
度
に
応
じ
て
配
分
す
る
、
や
や
複
雑
な
計
算
方
式
を
提
案
し
て
い
る
。

な
お
、
本
リ
リ
ー
ス
で
提
案
さ
れ
て
い
る
修
正
案
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
各
市
場
が
プ
ラ
ン
で
定
め
る
以
外
の
デ
ー
タ
を
独
自
に
配

信
す
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
配
信
条
件
に
つ
い
て
の
統
一
基
準
を
作
る
こ
と
、
市
場
情
報
管
理
の
た
め
の
プ
ラ
ン
へ
の
参
加
を
自
主

規
制
機
関
以
外
に
も
開
放
す
る
こ
と
な
ど
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
主
に
市
場
情
報
収
入
の
配
分
を
め
ぐ
る
ル
ー
ル
提
案
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

２
　
現
在
の
情
報
収
入
配
分
方
式
の
歪
み

現
行
の
プ
ラ
ン
で
は
、
各
市
場
は
プ
ラ
ン
の
定
め
た
手
順
に
従
っ
て
、
取
引
情
報
と
気
配
情
報
を
プ
ラ
ン
の
定
め
る
情
報
処
理
シ

ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
）
に
配
信
し
、
全
市
場
の
市
場
情
報
が
集
約
処
理
さ
れ
た
後
、
一
般
向
け
に
配
信
さ
れ
る
。
こ
の
配
信
の
対
価

と
し
て
、
各
プ
ラ
ン
は
個
人
向
け
、
情
報
ベ
ン
ダ
ー
向
け
に
そ
れ
ぞ
れ
細
か
く
定
め
た
料
金
に
従
っ
て
市
場
情
報
料
金
を
受
け
取
る
。

（35）



（36）

集
め
ら
れ
た
情
報
料
金
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
上
場
銘
柄
を
扱
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ａ
と
、

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
上
場
銘
柄
を
扱
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｂ
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
上
場
銘
柄
を
扱

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｃ
の
三
つ
に
わ
け
て
集
計
さ
れ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ご
と
の

情
報
料
金
収
入
か
ら
必
要
な
支
出
を
控
除
し
た
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
純
収
入

は
、
現
在
の
プ
ラ
ン
の
下
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ａ
お
よ
び
Ｂ
で
は
取
引
件
数

に
応
じ
て
各
市
場
に
配
分
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｃ
は
取
引
件
数
を
取
引
株
数
シ

ェ
ア
で
加
重
平
均
し
た
割
合
に
応
じ
て
配
分
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
収
入
と
配
分
シ
ェ
ア
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
合
計
四
億
ド
ル
近

い
料
金
収
入
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
配
分
ル
ー
ル
を
め
ぐ
る
各
市
場
の
利
害
は
か

な
り
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
方
式
で
は
、
情
報
料
金
収
入
を
主
に
取
引
件
数
に
応
じ
て
配
分

す
る
の
で
、
い
か
に
株
数
や
金
額
が
小
さ
く
て
も
、
取
引
一
件
は
一
件
と
勘
定

さ
れ
、
取
引
サ
イ
ズ
が
考
慮
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
気
配
情
報
も
プ
ラ
ン
を
通
じ

て
配
信
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
場
の
気
配
提
示
活
動
が
積
極
的
か

ど
う
か
は
、
情
報
収
入
の
配
分
上
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
次
の
二
点
を
問
題
と
し
て
指
摘
し
て
い

る
。ま

ず
、
取
引
所
の
中
に
は
、
実
際
の
取
引
活
動
は
他
の
場
所
で
行
わ
れ
て
い

ネットワークの収入と各市場への配分（2003年） 単位1000ドル

（出所）注（３）第６章より作成
CBOE

パシフィック

配分

シカゴ

Network A Network C Total
171,462 153,686 424,327

支出 9,322 25,470 38,300
純収入 162,140 128,216 386,027

NYSE 145,610 0 148,436
NASD/Nasdaq 8,907 87,716 115,518

1,056 19,058 38,776
アメックス 0 32 36,221
ナショナル（旧シンシナティ） 795 20,661 32,284

3,208 706 8,364
ボストン 2,234 43 4,793
フィラデルフィア 330 0 1,606

0 0 29

Network B
情報料収入 99,179

3,508
95,671

2,826
18,895
18,662
36,189
10,828
4,450
2,516
1,276

29

89.8% 3.0% 0.0%
5.5% 19.7% 68.4%
0.7% 19.5% 14.9%
0.0% 37.8% 0.0%
0.5% 11.3% 16.1%
2.0% 4.7% 0.6%
1.4% 2.6% 0.0%
0.2% 1.3% 0.0%
0.0% 0.0% 0.0%



る
の
に
、
形
式
的
に
は
当
該
取
引
所
の
取
引
と
し
て
報
告
さ
せ
、
自
ら
は
単
に
「
取
引
記
録
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
だ
け
の
施
設
」

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（print

facilities

）。
す
な
わ
ち
、
配
分
さ
れ
る
予
定
の
情
報
収
入

の
一
定
割
合
を
リ
ベ
ー
ト
と
し
て
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
に
取
引
報
告
を
当
該
市
場
に
行
わ

せ
る
よ
う
取
り
決
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
市
場
が
現
れ
る
と
、
徐
々
に
他
の
市
場
も
競
争
上
リ
ベ
ー
ト
を
支
払
わ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。
取
引
所
は
、
自
主
規
制
機
関
と
し
て
、
自
市
場
で
行
わ
れ
る
取
引
を
監
理
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
形
だ
け

の
取
引
報
告
が
行
わ
れ
る
と
な
る
と
、
あ
る
取
引
の
規
制
上
・
取
引
報
告
上
の
責
任
を
ど
の
市
場
が
負
う
か
が
、
市
場
情
報
収
入
を

増
や
そ
う
と
す
る
営
利
的
な
考
え
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
の
な
か
に

は
、
気
配
を
あ
る
市
場
に
表
示
し
て
お
い
て
、
取
引
報
告
は
他
の
市
場
に
出
す
と
い
っ
た
行
動
を
と
る
も
の
も
現
れ
、
混
乱
の
も
と

に
な
り
か
ね
な
い
。

第
二
に
、
取
引
件
数
の
み
に
基
づ
く
収
入
配
分
方
式
は
、
取
引
所
の
不
正
な
慣
行
の
温
床
に
な
り
や
す
い
。
と
り
わ
け
、
大
口
の

取
引
を
一
件
報
告
す
る
よ
り
も
小
口
取
引
を
た
く
さ
ん
報
告
す
る
方
が
有
利
で
あ
る
の
で
、
各
市
場
に
は
小
口
取
引
を
増
や
そ
う
と

い
う
誘
因
が
生
じ
る
。
こ
の
た
め
、
市
場
参
加
者
が
本
来
の
取
引
サ
イ
ズ
を
で
き
る
だ
け
小
口
に
分
割
し
て
、
見
か
け
上
の
取
引
件

数
を
増
や
す
こ
と
で
、
市
場
へ
の
情
報
収
入
の
分
配
を
増
や
し
間
接
的
に
そ
の
分
け
前
に
あ
ず
か
る
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
い

る
（w

ash

あ
る
い
はshred

と
呼
ば
れ
る
）。

さ
ら
に
、
主
に
取
引
件
数
の
み
に
比
例
し
た
現
行
の
収
入
配
分
で
は
、
市
場
の
価
格
発
見
機
能
か
ら
見
て
非
常
に
重
要
な
「
気
配

提
示
」
と
い
う
貢
献
分
が
、
収
入
に
反
映
さ
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
有
利
な
情
報
収
入
獲
得
の
た
め
に
、
各
市
場
は
取
引
件
数
に
ば

か
り
重
点
を
お
い
て
競
争
を
行
う
傾
向
が
生
じ
る
。
た
と
え
ば
、
頻
繁
に
最
良
気
配
が
出
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
一
定
程
度
の
大

き
な
サ
イ
ズ
の
気
配
が
出
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
市
場
機
能
が
考
慮
さ
れ
な
く
な
り
、
各
市
場
が
気
配
競
争
を
お
ろ
そ
か

（37）



に
し
が
ち
に
な
る
。

こ
う
し
た
問
題
は
、
と
く
に
上
場
銘
柄
の
少
な
い
地
方
証
券
取
引
所
が
収
入
の
多
く
を
こ
の
市
場
情
報
手
数
料
の
配
分
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
の
地
方
証
券
取
引
所
に
顕
著
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
地
方
証
券
取
引
所

の
中
に
は
、
取
引
手
数
料
（
場
口
銭
）
を
引
き
下
げ
た
り
、
あ
る
い
は
代
表
的
な
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
含
ま
れ
る
銘
柄
に
つ
い
て
ま
っ

た
く
無
料
に
す
る
こ
と
で
取
引
件
数
を
拡
大
し
、
情
報
収
入
の
配
分
を
拡
大
す
る
こ
と
で
生
き
残
り
を
め
ざ
す
と
い
っ
た
戦
略
が
従

来
か
ら
見
ら
れ
た
。

３
　
提
案
さ
れ
た
新
配
分
方
式

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
こ
う
し
た
市
場
間
の
競
争
の
歪
み
を
是
正
す
る
た
め
に
、
市
場
情
報
へ
の
各
市
場
の
貢
献
度
を
取
引
件
数
の
み
で
は
か

る
従
来
方
式
を
改
め
、
取
引
高
（
取
引
件
数
）
へ
の
貢
献
分
と
気
配
提
示
へ
の
貢
献
分
と
の
二
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
算

定
式
を
提
案
し
て
い
る
。
配
分
方
式
は
や
や
複
雑
に
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
取
引
件
数
の
み
に
偏
っ
た
競
争
の
あ
り
か
た
を
改
善

す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

提
案
さ
れ
た
新
配
分
方
式
は
、
ま
ず
二
段
階
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
二
段
階
目
が
三
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
っ
て
来
る
純
収
入
（
配
分
原
資
）
を
、
直
接
各
市
場
に
配
分
す
る
の
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
対
象
と
し
て
い
る
個
別
銘
柄
に
割
り
振
る
。
こ
の
時
、
取
引
が
多
い
銘
柄
に
は
多
く
の
原
資
が
割
り
振
ら
れ
、
少
な
い
銘
柄
に

は
少
な
い
原
資
が
割
り
振
ら
れ
る
。

続
い
て
第
二
段
階
と
し
て
、
銘
柄
ご
と
に
割
り
振
ら
れ
た
原
資
を
一
つ
一
つ
各
市
場
に
配
分
す
る
。
各
市
場
の
最
終
的
な
情
報
収

入
は
、
銘
柄
ご
と
の
自
市
場
の
配
分
額
を
総
計
し
た
も
の
と
な
る
。
市
場
へ
の
配
分
方
式
は
、
①
銘
柄
ご
と
の
原
資
の
五
〇
％
を
取

（38）



引
件
数
と
取
引
高
の
平
均
に
比
例
し
て
、
②
三
五
％
を
最
良
気
配
へ
の
貢
献
度
に
比
例
し
て
、
③
一
五
％
を
最
良
気
配
の
更
新
へ
の

貢
献
度
に
比
例
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
市
場
へ
配
分
す
る
。
こ
れ
ら
①
②
③
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
対
象
と
し
て
い
る
全
て
の
証
券
に
つ
い

て
計
算
し
、
自
市
場
の
取
り
分
を
総
計
し
た
も
の
が
、
新
し
い
配
分
方
式
に
よ
る
市
場
情
報
収
入
と
な
る
。

こ
の
方
式
は
、
計
算
方
式
は
や
や
複
雑
で
あ
る
が
、
従
来
の
よ
う
に
取
引
件
数
を
偏
重
し
た
配
分
方
式
の
歪
み
を
是
正
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
地
方
証
券
取
引
所
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｓ
と
結
ん
で
い
る
不
透
明
な
慣
行
の
是
正
に
つ
な
が
る
と
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
見
て
い
る
。
ま

た
、
算
定
方
式
の
変
更
に
よ
っ
て
か
な
り
の
額
の
収
入
が
動
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
市
場
情
報
収
入
の
配
分
方
式
は
透
明
で
公
正
な

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

（
１
）
第
一
段
階：

市
場
情
報
収
入
を
各
銘
柄
に
割
り
振
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
配
分
原
資
を
各
銘
柄
に
割
り
振
る
の
に
際
し
て
は
、
各
銘
柄
の
取
引
金
額
の
平
方
根
に
比
例
す
る
よ
う
配
分
す

る
。
銘
柄
へ
の
割
り
振
り
は
、
完
全
平
等
配
分
や
取
引
高
加
重
方
式
で
の
配
分
な
ど
の
代
替
案
も
考
え
ら
れ
る
が
、
頻
繁
に
取
引
さ

れ
る
銘
柄
と
ま
れ
に
し
か
取
引
さ
れ
な
い
銘
柄
と
で
は
、
気
配
情
報
や
価
格
情
報
の
価
値
も
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
る
。
こ
の
た
め
取
引
の
多
寡
を
反
映
さ
せ
る
方
式
が
望
ま
し
い
。
一
方
で
、
た
と
え
ば
、
取
引
高
ト
ッ
プ
五
％
の
銘
柄
は
非
常
に

頻
繁
に
取
引
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
単
純
に
取
引
高
に
応
じ
て
加
重
す
る
と
取
引
高
が
下
位
の
銘
柄
と
の
間
で
極
端
な
差
が
つ

き
す
ぎ
て
し
ま
い
、
取
引
高
が
下
位
の
銘
柄
の
価
格
発
見
の
重
要
さ
が
反
映
さ
れ
な
い
。

取
引
金
額
の
平
方
根
だ
と
、
取
引
金
額
が
取
引
活
動
の
重
要
度
を
一
定
程
度
反
映
す
る
一
方
で
、
取
引
高
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
線
形

比
例
し
な
い
の
で
都
合
が
良
い
。
平
方
根
と
い
う
数
字
に
は
マ
イ
ク
ロ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
理
論
か
ら
の
裏
付
け
も
あ
る
と
し
て
い

る
。
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（
２
）
第
二
段
階：

銘
柄
ご
と
に
決
ま
っ
た
原
資
を
さ
ら
に
各
市
場
へ
配
分

①
　
銘
柄
ご
と
の
原
資
の
五
〇
％
を
取
引
高
に
比
例
し
て
配
分
す
る

取
引
高
比
例
の
配
分
は
、
次
の
算
式
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、（
Ａ
）
銘
柄
ご
と
に
割
り
振
ら
れ
た
原
資
の
五
〇
％

か
、（
Ｂ
）
二
ド
ル
に
そ
の
市
場
の
年
間
の
取
引
件
数
を
か
け
た
も
の
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
を
、
取
引
高
比
例
の
配
分
原
資
と
す

る
。
各
市
場
に
は
、
こ
れ
を
取
引
高
に
応
じ
た
「
取
引
格
付
（T
rade

R
ating

）」
に
比
例
し
て
配
分
す
る
。

や
や
複
雑
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
あ
る
銘
柄
の
原
資
が
三
〇
〇
ド
ル
、
年
間
取
引
件
数
が
一
〇
件
で
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
こ
の

場
合
、（
Ａ
）
を
計
算
す
る
と
一
五
〇
ド
ル
（
そ
の
銘
柄
の
原
資
で
あ
る
三
〇
〇
ド
ル
の
五
〇
％
）、（
Ｂ
）
は
二
〇
ド
ル
（
二
ド
ル
か

け
る
年
間
取
引
件
数
一
〇
件
）
と
な
る
。
こ
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、（
Ｂ
）
の
二
〇
ド
ル
の
方
が
用
い
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
、
別
途
定
め
る
各
市
場
の
取
引
格
付
に
応
じ
て
配
分
し
た
も
の
が
、
各
市
場
が
得
る
収
入
配
分

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

取
引
格
付
の
方
は
、
年
間
の
取
引
金
額
シ
ェ
ア
を
取
引
件
数
シ
ェ
ア
で
平
均
し
た
も
の
で
は
か
り
、
各
市
場
の
取
引
へ
の
貢
献
度

と
み
な
す
。
た
と
え
ば
、
取
引
金
額
で
二
〇
％
の
シ
ェ
ア
、
取
引
件
数
で
三
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
市
場
で
あ
れ
ば
、
取
引
格
付
は

〇
・
二
五
と
な
り
、
さ
き
の
二
〇
ド
ル
に
〇
・
二
五
を
乗
じ
た
結
果
で
あ
る
五
ド
ル
が
、
当
該
銘
柄
分
の
市
場
情
報
収
入
と
し
て
こ

の
市
場
に
配
分
さ
れ
る
。
こ
の
取
引
格
付
は
、
一
つ
の
銘
柄
に
つ
い
て
全
市
場
合
計
す
る
と
一
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
取
引
格
付
を
決
め
る
た
め
の
取
引
金
額
シ
ェ
ア
と
取
引
件
数
シ
ェ
ア
の
計
算
対
象
と
な
る
の
は
、
一
定
以
上
の
取
引
金
額

の
あ
る
取
引
の
み
で
あ
る
。
リ
リ
ー
ス
で
は
取
引
金
額
で
見
て
五
〇
〇
〇
ド
ル
を
計
算
対
象
と
な
る
最
低
サ
イ
ズ
と
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
よ
り
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
取
引
は
、
ど
れ
だ
け
行
な
っ
て
も
取
引
格
付
の
シ
ェ
ア
計
算
に
は
参
入
さ

れ
ず
、
収
入
配
分
に
貢
献
し
な
い
。
こ
れ
は
、
価
格
発
見
に
貢
献
の
少
な
い
小
口
取
引
を
配
分
対
象
か
ら
外
す
と
と
も
に
、
従
来
指
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摘
さ
れ
て
来
た
よ
う
に
、
地
方
証
券
取
引
所
が
意
図
的
に
小
口
注
文
を
集
め
て
収
入
配
分
に
預
か
ろ
う
と
す
る
と
い
っ
た
歪
み
を
是

正
す
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

②
　
気
配
提
示
に
応
じ
た
収
入
配
分

気
配
に
応
じ
た
配
分
の
方
も
多
少
面
倒
な
計
算
が
必
要
で
あ
る
。
あ
る
市
場
の
気
配
シ
ェ
ア
に
よ
る
上
場
収
入
の
配
分
は
次
の
よ

う
に
計
算
さ
れ
る
。
ま
ず
、
あ
る
銘
柄
に
配
分
さ
れ
た
市
場
情
報
収
入
の
三
五
％
に
、
①
で
計
算
し
た
（
Ａ
）
原
資
の
五
〇
％
と

（
Ｂ
）
二
ド
ル
か
け
る
取
引
件
数
と
の
差
額
を
加
え
た
も
の
が
気
配
シ
ェ
ア
の
配
分
原
資
と
な
る
。
こ
れ
を
各
市
場
の
「
気
配
格
付
」

に
応
じ
て
配
分
す
る
。

各
市
場
の
気
配
格
付
は
、
各
市
場
が
全
米
最
良
気
配
（
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
）
を
提
示
し
て
い
た
秒
数
に
そ
の
気
配
の
サ
イ
ズ
を
乗
じ
た
も

の
を
「
気
配
ク
レ
ジ
ッ
ト
（quate

credit
）」
と
し
、
銘
柄
ご
と
に
各
市
場
の
気
配
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
合
計
し
て
市
場
ご
と
の
シ
ェ
ア

を
求
め
た
も
の
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
市
場
で
、
一
株
あ
た
り
二
〇
ド
ル
の
最
良
買
い
気
配
が
サ
イ
ズ
二
〇
〇
株
で
提
示
さ
れ

て
い
て
、
こ
れ
が
三
秒
間
続
い
た
と
し
よ
う
。
こ
の
最
良
気
配
に
よ
っ
て
当
該
市
場
が
獲
得
で
き
る
「
気
配
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
は
三

（
秒
）
×
二
〇
（
ド
ル
）
×
二
〇
〇
（
株
）
で
一
万
二
〇
〇
〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
銘
柄
ご
と
に
各
市
場
が
年
間

で
獲
得
し
た
「
気
配
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
を
計
算
し
、
そ
の
シ
ェ
ア
を
求
め
る
こ
と
で
、
気
配
提
示
に
つ
い
て
そ
の
市
場
の
貢
献
度
を
測

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
　
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
改
善
に
応
じ
た
配
分

最
後
に
最
良
気
配
の
更
新
に
応
じ
た
収
入
配
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
銘
柄
に
割
り
振
ら
れ
た
原
資
の
一
五
％
が
対
象
と
な
り
、
こ
れ

（41）



を
各
市
場
の
「
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
更
新
格
付
」
に
応
じ
て
配
分
す
る
。「
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
更
新
格
付
」
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
を
更
新
し
た
こ
と
に
対
し

て
与
え
ら
れ
る
「
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
更
新
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
の
獲
得
シ
ェ
ア
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
を
更
新
し
て
五
秒
維
持
す
る
ご

と
に
、
そ
の
気
配
サ
イ
ズ
分
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
獲
得
で
き
る
ほ
か
、
更
新
す
る
だ
け
で
な
く
更
新
し
た
価
格
で
取
引
が
成
立
す
れ
ば

さ
ら
に
多
く
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
獲
得
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
更
新
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
獲
得
シ
ェ
ア
も
、
銘
柄
ご
と
に
全
て
の
市

場
を
合
計
す
る
と
一
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

４
　
お
わ
り
に

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
以
上
の
提
言
に
対
し
て
、
ま
ず
取
引
件
数
に
加
え
て
、
最
良
気
配
提
示
へ
の
貢
献
度
や
、
最
良
気
配
の
更
新
へ
の
貢

献
度
も
、
市
場
情
報
収
入
の
配
分
の
際
に
考
慮
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
加
重
割
合
な
ど
が
適
当
か
ど
う
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
コ

メ
ン
ト
を
広
く
求
め
る
方
針
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
気
配
に
よ
る
配
分
を
導
入
し
、
と
り
わ
け
最
良
気
配
を
提
示
で
き
た
秒
数
を
計
算

対
象
に
す
る
こ
と
で
、
市
場
が
互
い
に
気
配
更
新
を
遅
ら
せ
あ
い
結
果
的
に
気
配
の
質
を
落
と
す
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
か
と
い
っ

た
点
も
懸
念
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
提
示
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
改
善
よ
り
も
高
い
ウ
エ
イ
ト
で
収
入
配
分
を
行
う
こ
と
に

な
る
（
前
者
が
三
五
％
、
後
者
が
一
五
％
）
が
、
こ
れ
は
、
継
続
的
に
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
を
提
示
す
る
こ
と
は
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
の
改
善
よ
り
も
市

場
の
深
さ
へ
の
貢
献
が
大
き
い
と
い
う
判
断
に
基
づ
く
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
方
針
で
あ

る
。
収
入
配
分
方
式
全
般
に
つ
い
て
も
、
自
主
規
制
へ
の
影
響
、
取
引
慣
行
の
変
化
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
広
く
問
い
か
け
て
い

る
。
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注（
１
）

市
場
情
報
手
数
料
を
め
ぐ
る
議
論
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
清
水
（
二
〇
〇
三
）「
ア
メ
リ
カ
の
市
場
情
報
課
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」『
証

研
レ
ポ
ー
ト
』、
一
六
二
一
号
参
照
。

（
２
）

R
eport

ofthe
A

dvisory
C

om
m

ittee
on

M
arket

Inform
ation

:A
B

lueprint
for

R
esponsible

C
hange,Septem

ber
14,2001.

本

レ
ポ
ー
ト
の
概
要
紹
介
は
、
注
（
１
）
参
照
。

（
３
）

SE
C

Proposed
R

ule
:R

egulation
N

M
S

R
elease

N
o.34-49325.

な
お
、
本
リ
リ
ー
ス
は
、
全
米
市
場
シ
ス
テ
ム
の
中
で
従
来
か
ら
問

題
と
さ
れ
て
き
た
ト
レ
ー
ド
ス
ル
ー
な
ど
主
に
四
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
方
針
を
示
し
た
も
の
で
、
本
稿
で

扱
う
市
場
情
報
収
入
は
、
そ
の
第
六
章
で
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
リ
リ
ー
ス
全
体
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
本
号
の
吉

川
「
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
」
を
参
照
。

（
し
み
ず
　
よ
う
こ
・
客
員
研
究
員
）
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を紹介しています。

講 演 会 録 平成12年12月以降に開催した講演会録をお読みいただけ
ます。

証 券 年 表 1996年から2000年までの記事を「証券」「金融」「一般」
に３分類し、日付ごとに記事の一覧ができるとともに、
探したい用語を含む記事の検索もできます。2001年以降
については編集出来次第、逐次、月単位で追加する予定
です。

証券関係文献目録 2000年に発行された単行本、雑誌の証券関係の文献を分
類、文献名、著者名により検索ができます。

L I N K 集 他機関のウェブ・サイトにリンクして官公庁、証券関連
機関、国内外のシンクタンク、全国の大学、各学会、図
書館、出版社、報道機関、国際機関・主要国金融監督当
局等、調査・研究に関連のあるサイトに容易にアクセス
できるように設定しています。

大 阪 研 究 所 大阪研究所に関する情報を掲載しています。

証 券 経 済 学 会 当研究所が事務局を引き受けている「証券経済学会」に
関する情報を公開しています。学会の紹介、大会・部会
のお知らせ、入会案内、機関誌の紹介・バックナンバー
等を掲載しています。



証券図書館
証券・金融・経済関係の資料をご覧になりたい方はどなたでも、

ご利用いただけます。

所　在　地 大阪市中央区北浜２－１－５　大阪証券会館別館５階
ＴＥＬ（０６）６２０１－００６２

開 館 時 間 午前９：30 ～　午後４：30
土曜、日曜、祝日、年末、年始および館内整理の日は休館します。

図　　　書 証券（経済、制度、取引法）関係の専門書をはじめ、金融、財政、
経済、経営、会計関係の図書および、年報、年鑑、上場会社の社
史等を集めております。

雑　　　誌 取引所、協会、証券会社、銀行、官庁、大学等の刊行物、一般雑
誌、産業関係資料ほか、海外の新聞、雑誌等を集めております。

（みなさんのご利用をお待ちしております。）

道　　　　順
1．地下鉄（御堂筋線）淀屋
橋駅下車、京阪地下道徒
歩約7分で大阪証券会館
別館地下連絡口（23番出
口）へ。

2．地下鉄（堺筋線）北浜駅
又は京阪北浜駅下車す
ぐ。
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